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いて、不利な要因によってソフトウェア製品の操作の信頼性が損なわれる可能性があります。これには、電力供給の変動、コン
ピュータハードウェアの誤作動、コンピュータ・オペレーティングシステム・ソフトウェアの適応性、アプリケーション開発に
利用したコンパイラや開発ソフトウェアの適応性、インストールの間違い、ソフトウェアとハードウェアの互換性の問題、電子
監視機器または制御機器の誤作動または故障、電気システム（ハードウェア及び /又はソフトウェア）の一時的な障害、予期せぬ



使用または誤用、ユーザまたはアプリケーション設計者側のミスなどがありますが、これに限定されません (本書においてこの
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本書について

本書は、ナショナルインスツルメンツの計測用信号調節拡張機構（SCXI）
シャーシ、モジュール、および関連データ集録（DAQ）デバイスのイン
ストール、構成、および使用方法について説明した初心者向けのハンド

ブックです。 本書は、SCXIの入門書であり、総合的な参考書ではありま
せん。上級ユーザのための詳細情報については、該当するハードウェアお

よびソフトウェアマニュアルを参照してください。

本書で使用されている表記規則

本書では以下の表記規則を使用します。

♦  ♦に続く記述は、特定の製品、オペレーティングシステム、またはソフト
ウェアバージョンにのみ適用されます。

このアイコンは、注意すべき重要な情報があることを示しています。

このアイコンは、人体への損傷、データの損失、システムのクラッシュな

どを防止するための注意事項があることを示しています。

このアイコンは、感電の防止策をとるようにユーザを促す警告を示します。

AIデバイス AT-AI-16XE-10など、名前に AIという文字があるアナログ入力デバイス
を指します。

AT Eシリーズデバイス AT-MIO-16DE-10や AT-AI-16XE-10など、名前の後ろのほうに Eという文
字がある ATデバイスを指します。

太字 このフォントで示すテキストは、メニュー項目やダイアログボックスオプ

ションなど、ソフトウェアでユーザが選択またはクリックする必要がある

項目を示します。パラメータ名も太字で示します。

下線 このフォントスタイルは、強調または重要な概念の説明を示します。

DAQCard Eシリーズ DAQCard-AI-16E-4および DAQCard-AI-16XE-50を指します。
デバイス

DIO-24 PC-DIO-24、DAQCard-DIO-24、および PCI-6503を指します。

DIO-96 PC-DIO-96/PnP、PCI-DIO-96、PCI-6508、PXI-6508、または
DAQPad-6508を指します。
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DIOデバイス PC-DIO-96/PnP PCI-DIO-32HSまたは PXI-6533などのデジタル I/Oデバ
イスを指します。

斜体 このフォントスタイルは変数を示します。または、ユーザが入力する必要

がある語または値のプレースホルダを示します。

Lab/1200デバイス DAQCard-1200、DAQPad-1200、Lab-PC+、Lab-PC-1200、
Lab-PC-1200AI、SCXI-1200、および PCI-1200を指します。

MIOデバイス マルチファンクション I/Oデバイスを指します。 

MIO-16D AT-MIO-16DE-10を指します。

monospace このフォントのテキストは、ユーザがキーボードから入力するテキストま

たは文字、コード、プログラム例、および構文例を示します。このフォン

トは、ディスクドライブ名、パス、ディレクトリ、プログラム、サブプロ

グラム、サブルーチン、デバイス名、関数、演算子、変数、ファイル名、

拡張子、抜粋コードにも使用されます。

NI-DAQ 特に指定がない限り、NI-DAQドライバソフトウェアを指します。 

PXI PCI計測用拡張機構を指します。CompactPCI規格に由来します。

リモート SCXI  SCXI-2000シャーシまたは SCXI-2400リモート通信モジュールがコン
ピュータのシリアルポートに接続されている SCXI構成を指します。

SCXIアナログ入力 SCXI-1100、SCXI-1102/B/C、SCXI-1104/C、
モジュール SCXI-1112、SCXI-1120/D、SCXI-1121、 SCXI-1122、SCXI-1125、

SCXI-1126、SCXI-1140、SCXI-1141、SCXI-1142、SCXI-1143、SCXI-1520、
SCXI-1530/1531、および SCXI-1540を指します。

SCXIアナログ出力 SCXI-1124を指します。
モジュール

SCXIシャーシ SCXI-1000、SCXI-1000DC、SCXI-1001、および SCXI-2000を指します。

SCXI通信 SCXI-2400を指します。
モジュール

SCXIデジタルモジュール SCXI-1160、SCXI-1161、SCXI-1162、SCXI-1162HV、SCXI-1163、および
SCXI-1163Rを指します。

SCXI DAQモジュール SCXI-1200を指します。



本書について

© National Instruments Corporation xiii SCXI入門

関連ドキュメント

本書をお読みになる際、次のドキュメントを参照すると便利です。

• SCXIシャーシ、モジュール、ターミナルブロック、コネクタ&シェル、
ケーブルアセンブリのユーザマニュアルまたはインストールガイド

• DAQハードウェアのユーザマニュアル

• ナショナルインスツルメンツのソフトウェアマニュアル

• アプリケーションノート
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1
SCXIの概要

この章では、SCXIの概要を述べ、SCXIシステムのコンポーネントの詳細
を理解するのに役立つ情報を記載します。

SCXIのアーキテクチャは柔軟性に富んでおり、3つの形式で使用するこ
とができます。DAQプラグインデバイス用のフロントエンド信号調節シ
ステムとして、コンピュータのパラレルポートに直接つないだ外部 DAQ
システムとして、および RS-232または RS-485シリアルポートに接続し
たリモート DAQシステムとしての形式を図 1-1に示します。 

図 1-1aは、DAQプラグインデバイス用のフロントエンド信号調節シス
テムとして SCXI製品を使用する例を示しています。 SCXIシャーシには、
さまざまな信号調節モジュールを収納することができます。アナログ入力

信号は、調節され、1つの DAQプラグインデバイスに送信されて AD変
換されます。 また、DAQプラグインデバイスは、SCXIシステムのデジタ
ル I/Oおよびアナログ出力モジュールの動作を制御したり、監視したり
します。 DAQプラグインデバイス 1つで、最大 3072の信号を監視した
り、制御したりすることができます。 

図 1-1bは、SCXIシステム自体で信号を調節し、デジタル化できる
SCXI-1200 DAQモジュールを示しています。 SCXIシャーシの 12ビット
SCXI-1200モジュールは、調節されたアナログ入力信号をデジタル化し、
デジタルデータをコンピュータのパラレルポートに転送します。 

図 1-1cは、SCXI-1200によってデジタル化されたデータを、SCXI-2000
または SCXI-2400を使用し、RS-232または RS-485シリアル接続を介し
てコンピュータに転送する SCXIシステムを示しています。 RS-485接続を
使用すると、1つのネットワーク内で複数の SCXIシャーシを接続するこ
とができます。 アナログ入力モジュールなしで SCXIシャーシを使用する
場合は、そのシャーシ内に SCXI-1200モジュールを挿入する必要はあり
ません。 



第 1章 SCXIの概要

SCXI入門 1-2 ni.com/jp

図 1-1 SCXIシステム 
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作業開始に必要なもの

SCXIシステムを設定して使用するには、以下のものが必要です。 

❑ 以下のいずれかのシャーシ、および SCXIシャーシのユーザマニュアル

– SCXI-1000

– SCXI-1000DC

– SCXI-1001

– SCXI-2000

❑ シャーシ内で使用する SCXIモジュールおよびターミナルブロック 

❑ SCXI-1200 DAQモジュールまたは DAQデバイス（アナログ入力
SCXIモジュールを使用する場合）

❑ SCXIケーブルアセンブリ

❑ コンピュータ

❑ PC AT互換機またはMacintosh対応のNI-DAQドライバソフトウェア 

❑ 以下のいずれかのソフトウェアパッケージ

– Macintosh対応 LabVIEW

– Windows対応 LabVIEW

– Windows対応 LabWindows/CVI

– ComponentWorks

– VirtualBench

SCXIコンポーネントの詳細を理解する
SCXIシステムの基本コンポーネントは、図 1-2に示すように、ターミナ
ルブロック、モジュール、シャーシ、ケーブルアセンブリ、DAQデバイ
ス、およびソフトウェアです。 以下の項で、SCXIシステムのコンポーネ
ントについて簡単に説明し、それらが共同でどのように動作するかについ

て学習します。
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図 1-2 SCXIシステムのコンポーネント

SCXIシャーシ
SCXIシャーシには、電源を供給して SCXIbusを制御する SCXIモジュー
ルが収納されています。ナショナルインスツルメンツからは、以下の 4
つの SCXIシャーシが発売されてます。

• SCXI-1000、4スロットシャーシ

• SCXI-1000DC、4スロットの DC出力シャーシ

• SCXI-1001、12スロットシャーシ

• SCXI-2000、4スロットの RS-232/485シリアル通信シャーシ

SCXIシャーシは堅牢なアルミニウム製で、アナログバス、デジタルバス、
およびバス動作を制御するシャーシコントローラが収納されています。こ

れらのコンポーネントを図 1-3に示します。アナログバスは、いずれかの
モジュールと DAQデバイス間の接続を経由して、全部のアナログ入力モ
ジュールから DAQデバイスにアナログ信号を転送します。DAQデバイ
スのデジタルラインは、SCXIシャーシコントローラと通信し、シャーシ
動作を制御するデジタルバスを操作します。 
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SCXI-2000シャーシには、通信プロセッサも内蔵されています。この通
信プロセッサを使用して、SCXIシステムをコンピュータの RS-232シリ
アルポートに直結したり、RS-485ネットワークに直結して長距離データ
集録を実行することができます。

図 1-3 SCXIシャーシの信号経路

SCXIモジュール
ナショナルインスツルメンツでは、SCXIシャーシ内で使用するさまざま
な SCXIモジュールを製造しています。アナログ入力モジュールは、電圧
および電流信号を多重化したり、増幅したり、分離したりすることができ

ます。一部のモジュールには、ひずみゲージまたは抵抗温度デバイス

（RTD）などの変換器のための、励起電位または電流およびハーフブリッ
ジ補償回路網が含まれています。デジタルモジュールは、リレーまたは光

結合素子を介してデジタル信号を絶縁します。

SCXI-1181ブレッドボードモジュールを使用すると、カスタム信号調節
回路を簡単に実装することができます。

SCXI-2400モジュールは、SCXI-2000シャーシと同じ RS-232および
RS-485機能を持つシリアル通信モジュールです。リモートまたは長距離
データ集録の場合は、RS-485ネットワークで SCXI-2400を使用します。 
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表 1-1に、ナショナルインスツルメンツの SCXIモジュールとアクセサリ
を示します。ナショナルインスツルメンツの SCXIモジュールについての
詳細は、第 3章「SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する」を参照
してください。 

表 1-1 SCXIモジュール

製品 分類 説明

SCXI-1100 アナログ入力 32チャネルの差動マルチプレクサ /増幅器

SCXI-1102/B/C アナログ入力 32チャネルの低電圧用増幅器モジュール

SCXI-1104/C アナログ入力 32チャネルの中電圧用増幅器モジュール

SCXI-1112 アナログ入力 8チャネルの熱電対用増幅器モジュール

SCXI-1120/D アナログ入力 8チャネルの絶縁増幅器

SCXI-1121 アナログ入力 4チャネルの絶縁増幅器（励起回路内蔵）

SCXI-1122 アナログ入力 16チャネルの絶縁マルチプレクサ（励起回路内蔵）

SCXI-1124 アナログ出力 6チャネルの絶縁 AD変換器

SCXI-1125 アナログ入力 ジャンパレス SCXI-1120

SCXI-1126 アナログ入力 8チャネルの絶縁周波数 /電圧変換器

SCXI-1140 アナログ入力 8チャネルの同時サンプリング差動増幅器

SCXI-1141 アナログ入力 8チャネルのプログラマブル楕円ローパスフィルタ

SCXI-1142 アナログ入力 8チャネルのプログラマブルベッセルローパスフィルタ

SCXI-1143 アナログ入力 8チャネルのプログラマブルバターワースローパスフィ
ルタ

SCXI-1520 アナログ入力 8チャネルの高級ブリッジ（励起回路内蔵）

SCXI-1530 アナログ入力 4チャネルの加速度計モジュール

SCXI-1531 アナログ入力 8チャネルの加速度計モジュール

SCXI-1540 アナログ入力 8チャネルの LVDT信号調節器

SCXI-1160 デジタル 16チャネルの電気機械式単極ダブルスロー（SPDT）リ
レーモジュール

SCXI-1161 デジタル 8チャネルの電気機械式 SPDTリレーモジュール

SCXI-1162 デジタル入力 32チャネルの光絶縁型デジタル入力モジュール

SCXI-1162HV デジタル入力 32チャネルの光絶縁型高電圧デジタル入力モジュール

SCXI-1163 デジタル出力 32チャネルの光絶縁型デジタル出力
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SCXIターミナルブロック
SCXIターミナルブロックは、SCXIモジュールの前面に直結します。ター
ミナルブロックは、I/O信号をシステムに接続するための簡単で便利な方
法です。SCXIターミナルブロックには、直結または TBXの 2つのタイプ
があります。 

直結ターミナルブロックは、完全シールドターミナルブロック筐体のネジ留

め端子に変換器を接続します。引留クランプで、信号ワイヤを固定します。

ターミナルブロック拡張機構（TBX）は、DINレール取り付け可能で、
シールドケーブルで SCXIモジュールにつなぎます。これらの TBXターミ
ナルブロックは、直結ターミナルブロックと機能的には同じです。 図 1-4
にターミナルブロックオプションを示し、表 1-2にそれらと使用できるモ
ジュールを示します。また、表 1-3に、TBXターミナルブロックと、それ
らと使用できるモジュールを示します。 

一部のターミナルブロックには、熱電対での温度測定のために CJC セン
サ（冷接点補償のための温度センサ）が含まれています。ターミナルブ

ロックは、高電圧減衰、AC/DCカプリング、ブリッジオフセットのゼロ
調、および分路キャリブレーションなどの追加の信号調節機能を実行する

こともできます。

SCXI-1163R デジタル出力 32チャネルの光絶縁型半導体リレー

SCXI-1180 アクセサリ フィードスルーパネル

SCXI-1181 アクセサリ ブレッドボード

SCXI-1200 アナログ、デジ
タル、およびタ
イミング I/O

パラレルポート通信対応のマルチファンクションモ
ジュール

SCXI-2400 シリアル通信 RS-232/RS-485シリアル通信インタフェース

表 1-1 SCXIモジュール（続き）

製品 分類 説明
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図 1-4 ターミナルブロックオプション
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表 1-2 直結ターミナルブロック

モジュール

ターミナル /
コネクタブロッ

ク

ターミナルブロック、
または

コネクタおよびシェル
CJC
センサ 他の機能

SCXI-1100、
SCXI-1102/B/C

SCXI-1300 ターミナルブロック あり —

SCXI-1303 ターミナルブロック あり 1 等温、信号基準、および断線した熱電対の
検出

SCXI-1308 ターミナルブロック なし 0～ 20 mAおよび 4～ 20 mA電流入力

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし 低価格のコネクタ &シェルアセンブリ

SCXI-1104/C SCXI-1300 ターミナルブロック あり —

SCXI-1112 該当せず ターミナルブロック
は不要です。

該当せ
ず

ミニ熱電対コネクタを使用して熱電対を直
結します。チャネルごとに内蔵型 CJCセ
ンサ

SCXI-1120/D、
SCXI-1121、
SCXI-1125

SCXI-1320 ターミナルブロック あり —

SCXI-1321
（SCXI-1121の
場合）

ターミナルブロック あり ひずみゲージのオフセットのゼロ調と分路
キャリブレーション

SCXI-1327 ターミナルブロック あり 1 250Vrms
2に対する電圧減衰比は 100:1、

チャネルごとにスイッチ構成可能

SCXI-1328 ターミナルブロック あり 1 熱電対用に等温設計

SCXI-1330 コネクタおよびシェ
ル

なし 低価格のコネクタ &シェルアセンブリ

SCXI-1338 ターミナルブロック なし 0～ 20 mAおよび 4～ 20 mA電流入力

SCXI-1122 SCXI-1322 ターミナルブロック あり 1 —

SCXI-1124 SCXI-1325 ターミナルブロック なし —

SCXI-1126 SCXI-1305 ターミナルブロック なし AC/DCカプリング、信号基準、チャネル
ごとにスイッチ構成可能、BNCコネクタ 

SCXI-1320 ターミナルブロック あり —

SCXI-1327 ターミナルブロック あり 1 250Vrms
2に対する電圧減衰比は 100:1、

チャネルごとにスイッチ構成可能

SCXI-1140 SCXI-1301 ターミナルブロック なし —

SCXI-1304 ターミナルブロック なし AC/DCカプリング、チャネルごとにス
イッチ構成可能

SCXI-1305 ターミナルブロック なし AC/DCカプリング、信号基準、チャネル
ごとにスイッチ構成可能、BNCコネクタ 

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし 低価格のコネクタおよびシェルアセンブリ
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SCXI-1141、
SCXI-1142、
SCXI-1143

SCXI-1304 ターミナルブロック なし AC/DCカプリング、
チャネルごとにスイッチ構成可能

SCXI-1305 ターミナルブロック なし AC/DCカプリング、チャネルごとにス
イッチ構成可能、BNCコネクタ 

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし 低価格のコネクタ &シェルアセンブリ

SCXI-1160 SCXI-1324 ターミナルブロック なし —

SCXI-1161 — ターミナルブロックなし：モジュール内にネジ留め端子付き

SCXI-1162/
1162HV、
SCXI-1163/1163R

SCXI-1326 ターミナルブロック なし —

SCXI-1180 SCXI-1302 ターミナルブロック なし —

SCXI-1181、
SCXI-1181K

SCXI-1300 ターミナルブロック あり —

SCXI-1301 ターミナルブロック なし —

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし —

SCXI-1330 コネクタおよびシェ
ル

なし —

SCXI-1200 SCXI-1302 ターミナルブロック なし —

SCXI-1520 SCXI-1314 ターミナルブロック なし チャネルごとにソケット付きクォータブ
リッジ完結抵抗器、チャネルごとに 2つの
ソケット付き分路キャリブレーション抵抗
器

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし —

SCXI-1530
SCXI-1531

該当せず ターミナルブロック
は不要です。

なし BNCコネクタを使用して信号を直結しま
す。

SCXI-1540 SCXI-1315 ターミナルブロック なし —

SCXI-1310 コネクタおよびシェ
ル

なし —

SCXI-2400 該当せず 該当せず 該当せず シリアル通信モジュール

1 SCXI-1303、SCXI-1322、SCXI-1327、および SCXI-1328は、搭載サーミスタを使用して冷接点の温度を検出します。その他
のターミナルブロックは IC温度センサを使用します。

SCXI-1125に使用する場合は、2 300Vrms 

表 1-2 直結ターミナルブロック（続き）

モジュール

ターミナル /
コネクタブロッ

ク

ターミナルブロック、
または

コネクタおよびシェル
CJC
センサ 他の機能
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コネクタ &シェルアセンブリ
コネクタ &シェルアセンブリは、SCXIターミナルブロックの低価格の代
替品ですが、堅牢性は低くなります。はんだピンを使用して信号を接続す

るプラスチックアセンブリです。

DAQプラグインデバイスと PCカード
調節されたアナログ信号は、SCXIシステムから DAQプラグインデバイ
スまたは DAQCardに送ることができます。SCXIの多重化機能を使用す
ると、DAQプラグインデバイスまたは DAQCardの一つで、調節した
アナログ信号を 3072まで測定することができます。 

以下の DAQデバイスのいずれかを使用して SCXIシステムを制御するこ
とができます。

• マルチファンクション I/O（MIO）および AIデバイスは、アナログ
およびデジタル SCXIモジュールを任意に組み合わせたシングル
シャーシまたはマルチシャーシ SCXIシステムを制御することができ
ます。 高速ハードウェア制御スキャンが必要なシステムには、MIO
および AIデバイスを使用します。

• Eシリーズ AT、PCMCIA、PCI、および PXIバスデバイスすべて
（6110および 6111デバイス以外）を使用することができます。 

Lab/1200シリーズデバイスは、アナログおよびデジタル SCXIモジュー
ルを任意に組み合わせたシングルシャーシ SCXIシステムを制御すること
ができます。

DIOデバイスは、デジタル SCXIモジュールで構成されたシングルシャー
シまたはマルチシャーシ SCXIシステムを制御することができます。

DAQモジュール
DAQプラグインデバイスまたは DAQCardの代わりに、SCXI-1200など
の SCXI DAQモジュールを使用することができます。SCXI-1200は、
PCI-1200および DAQCard-1200と機能的に同じで、アナログおよびデ
ジタルモジュールを任意に組み合わせたシングルシャーシシステムを制御

することができます。SCXI-1200は、コンピュータのパラレルポート、ま
たは SCXI-2000シャーシあるいは SCXI-2400モジュールに接続します。
SCXI-1200は、シリアルポートを介してコンピュータと通信します。
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SCXIケーブルアセンブリ
DAQプラグインデバイスまたは DAQCardを使用する場合は、表 1-4
の SCXIケーブルアセンブリのいずれか 1つを使用して SCXIシャーシに
接続します。

一部のケーブルアセンブリには予備のブレークアウトオスコネクタが付い

ています。これを使用すると、SCXI-1180フィードスルーパネルまたは
SCXI-1181ブレッドボードモジュールを介して未使用の DAQデバイス
チャネルにアクセスすることができます。SCXI-1200には 1 mのパラレ
ルポートケーブルが同梱されています。 

SCXIマルチシャーシシステムをプラグインDAQデバイスと使用する
SCXI-1346または SCXI-1350ケーブルを使用して接続するマルチシャー
シ SCXIシステムの場合、シャーシは、シールドケーブルまたはシールド
なしケーブルの付いたマルチシャーシアダプタを使用して 1つの DAQ
プラグインデバイスにデイジーチェーン接続します。1つの AI、MIO、
または DIO-24デバイスで、 SCXI-1000、SCXI-1000DC、または
SCXI-1001シャーシを最大 8つまで制御することができます。図 1-5に、
SCXI-1346マルチシャーシアダプタを使用したマルチシャーシ構成を示
します。

表 1-4 SCXIケーブルアセンブリ 

ケーブルアセンブリ デバイスの接続

SCXI-1343 カスタム構成用ネジ留め端子アダプタ

SCXI-1348 DIO-32F

SCXI-1349 68ピンコネクタ付きMIO Eシリーズデバイ
ス

SCXI-1353 100ピンコネクタ付きMIO Eシリーズデバイ
ス

SCXI-1354 DAQCard-1200

SCXI-1355 AT-DIO-32HS、PCI-DIO-32HS

オプションの

SCXI-1351が付いた
NB5リボンケーブル

PC-DIO-96/PnP

オプションの

SCXI-1351が付いた
R1005050

PCI-DIO-96
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図 1-5 シールドケーブルを使用したマルチシャーシ SCXIシステム

マルチシャーシ構成にシールドケーブルを使用する場合、DAQデバイス
から最終シャーシまでの許容ケーブル長は 10 mです。

オプションソフトウェア
SCXIシステムの最後のコンポーネントはソフトウェアです。NI-DAQド
ライバソフトウェア、LabWindows/CVI、Windows対応 LabVIEW、
Macintosh対応 LabVIEW、または ComponentWorksを使用して
SCXIシステムをプログラムすることができます。

NI-DAQドライバソフトウェアは、ナショナルインスツルメンツの DAQ
デバイス（SCXI-1200、SCXI-2000、または SCXI-2400）に添付されてい
ます。NI-DAQには、アプリケーション開発環境（ADE）から呼び出せ
る関数ライブラリが含まれています。

Windows対応 LabVIEW、Macintosh対応 LabVIEW、Windows対応
LabWindows/CVI、または ComponentWorksを使用することも可能
です。LabVIEWおよび LabWindows/CVIは、データ集録 /制御アプリ
ケーションのための画期的なプログラム開発ソフトウェアパッケージで

す。LabVIEWではグラフィカルプログラミングを使用し、
LabWindows/CVIでは ANSI Cが強化されています。いずれのパッケー
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ジにも、データ集録、計測器制御、データ解析、およびグラフィカルデー

タ表示のための広範なライブラリが含まれています。

ComponentWorksは、Visual Basic環境でデータを集録し、解析し、
データを表すためのOLE（オブジェクトのリンクと埋め込み）コント
ロールと DLL（ダイナミックリンクライブラリ）を組み合わせています。

図 1-6に示すように、従来のプログラミング言語、LabVIEW、
LabWindows/CVI、またはComponentWorksのいずれを使用する場合
も、アプリケーションでは、NI-DAQドライバソフトウェアを使用します。

図 1-6 プログラミング環境、

NI-DAQ、および DAQハードウェアの関係
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SCXI動作の概要
このセクションでは、DAQデバイスと併用する SCXIアナログ入力モ
ジュールと、アナログおよびデジタル出力モジュールについて説明しま

す。

アナログ入力モジュール
表 1-1にアナログ入力モジュールを示します。アナログ SCXIモジュール
は、パラレルモードまたは多重化モードで実行することができます。パラ

レルモードでは、モジュールは、信号多重化を行わず、単に、調節された

信号を DAQデバイスの対応チャネルに直接転送します。したがって、各
モジュールは、その専用の DAQデバイスに直結します。

アナログ SCXIモジュールを多重化モードで実行する場合もあります。数
千もの調節されたアナログ入力信号を多重化して 1つの DAQデバイス
に送信することができます。このモードでは、DAQプラグインデバイス
を、シャーシの SCXIモジュール 1つにのみ接続します。モジュールと
シャーシは、DAQデバイスのデジタルラインで制御します。DAQデバ
イスは 3つまたは 4つのデジタル出力ラインと EXTSTROBEラインを使用
して SCXIシステムをプログラムします。また、SCXIモジュールからの
情報を読み取るには、デジタル入力ラインを使用します。

SCXIアナログ入力モジュールを使用すると、シングルチャネル読み取り
またはハードウェアタイミング設定マルチチャネルスキャンを行うことに

よって、アナログ入力信号を測定することができます。

シングルチャネル読み取り時、DAQデバイスは、シャーシ内にある
SCXIスロット 0にデジタルパターンをシリアルに書き込みます。このパ
ターンは、アドレスを指定する SCXIモジュールを示します。 次に DAQ
デバイスは、どの入力チャネルに読み取るかを示すデジタルパターンをモ

ジュールに書き込みます。これによって、指定の信号を SCXIシャーシの
アナログバスに転送するようにモジュールが設定されます。最後に、信号

は、DAQデバイスのアナログ入力チャネル 0に転送されます。さらに
DAQデバイスは、 図 1-7に示すようにチャネル 0を読み取ります。ユー
ザがシングルチャネルアナログ入力関数を呼び出すと、NI-DAQは、自動
的にこの低レベルデジタル通信および信号転送を実行します。
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図 1-7 SCXI信号経路

マルチチャネルスキャンを使用すると、DAQデバイスは、モジュールの
リストおよびチャネルの数を利用して SCXIスロット 0をプログラムし、
各モジュールからスキャンします。リストの各モジュールは、スキャンを

開始するチャネルを使用してプログラムされます。次に DAQデバイスま
たはモジュールは、マルチチャネルスキャンを開始します。 AIまたは
MIOデバイスからの SCANCLK信号によって、SCXI多重化と、DAQデ
バイス上での AD変換をトリガする内部クロックの同期が取られます。
SCXIスロット 0は、あらかじめプログラムされているリストに従ってモ
ジュールを有効または無効にします。 このように、システムは、複数のモ
ジュールのチャネルを、DAQデバイスの 1つのアナログ入力チャネルに
高速で多重化します。NI-DAQには、マルチチャネルスキャン操作に使用
できる高レベル関数が含まれています。
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アナログとデジタル出力モジュール
デジタル SCXIモジュールには、SCXI-116Xモジュールがあります。デジ
タル SCXIモジュールは、シリアルモードまたはパラレルモードで実行す
ることができます。シリアルモードの SCXIシステムでは、DAQデバイ
スのデジタル出力ラインを 4つまでとデジタル入力ラインを 1つ使用し
て複数のデジタルモジュールを制御し、監視します。 このプラグインデバ
イスは、デジタルパターンをシリアルに書き込んでデジタル出力ラインま

たはリレーの状態を設定したり、モジュールからパターンをシリアルに読

み取ってデジタル入力ラインの状態を調べたりします。パラレルモードで

は、各 SCXIデジタル I/Oラインは、DAQデバイスのデジタル I/Oライ
ンに対応します。

SCXI-1162、SCXI-1162HV、SCXI-1163、および SCXI-1163Rはパラレル
モードで実行することができます。 SCXI-1160および SCXI-1161はシリ
アルモードでしか実行できません。詳細については、第 3章「SCXIハー
ドウェアとソフトウェアを構成する」を参照してください。

SCXI-1124は、6-チャネルの絶縁アナログ出力モジュールです。デジタル
I/Oモジュールと同様に、SCXI-1124は、デジタル出力ラインを 4つまで
とデジタル入力ラインを 1つ使用して、DAQデバイスによってシリアル
にプログラムされます。
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2
SCXIモジュールのインストー
ルと SCXIシステムと DAQデ
バイスの接続

この章では、SCXIハードウェアのインストール方法と SCXIシステムの
コンピュータへの接続方法について説明します。

ソフトウェアをインストールする

全部の SCXIシステム構成には NI-DAQソフトウェアが必要です。
LabVIEW、LabWindows/CVI、 ComponentWorks、またはサードパー
ティコンパイラのいずれを使用する場合でも、DAQ/SCXIシステムを使
用するには、NI-DAQドライバソフトウェアおよびMeasurement & 
Automationエクスプローラをインストールする必要があります。

1. DAQデバイス、SCXI-1200、SCXI-2400、または SCXI-2000には
NI-DAQソフトウェアが用意されています。 

• LabWindows/CVIを使用する場合は、最初に
LabWindows/CVIをインストールします。次に、PC AT互換機
対応 NI-DAQをインストールし、設定オプションを実行し、
LabWindows/CVIオプションを選択して LabWindows/CVI 
DAQサポートをインストールします。 

• ただし、PC AT互換機対応 NI-DAQには、LabVIEW更新オプ
ションも含まれています。これは、インストールユーティリティ

がハードディスクで古いファイルを検出したときに、システムに

新しいドライバファイルをインストールするオプションです。

2. Measurement & Automationエクスプローラおよびドライバソフ
トウェアが既にインストールされており、新しい NI-DAQバージョ
ンが用意されている場合は、この新しいバージョンをインストールし

てください。 

DAQデバイスをインストールする
DAQプラグインデバイスまたは DAQCardを SCXIと使用する場合は、
DAQハードウェアをコンピュータにインストールし、Measurement & 
Automationエクスプローラで DAQデバイスを構成します。インス
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トール手順については、DAQデバイスのユーザマニュアルを参照してく
ださい。

SCXIモジュールをインストールする

注意 SCXIモジュールをシャーシにインストールしたり、シャーシから取り外したり
する前に、シャーシの電源を切ってください。

以下の手順に従って SCXIモジュールをインストールします。

1. モジュールをシャーシに挿入するには、モジュールをシャーシデバイ

スのガイドと揃えます。SCXIシャーシのバックプレーンにモジュー
ルを滑らせていきます。モジュールに無理な力を加えないでくださ

い。モジュールがスムーズに収まらない場合は、モジュールとガイド

が正しく揃っているかどうかをチェックしてください。 

2. 蝶ネジを指でしっかりと締めます。きつく締めすぎないでください。

3. 全部のモジュールをインストールし終わるまで、ステップ 1～ 2を
繰り返します。

SCXIシステムを DAQデバイスまたはコンピュータに
接続する

このセクションでは、パラレルポート、DAQプラグインデバイスまたは
DAQCard、および RS-232または RS-485シリアルポートを使用して
DAQデバイスまたはコンピュータに SCXIシステムを接続する方法につ
いて説明します。

パラレルポートを使用する
パラレルポートケーブルをコンピュータのパラレルポートにつなぎます。

ケーブルのもう一方を SCXI-1200につなぎ、コネクタの取り付けネジを
締め、しっかりと接続します。

DAQプラグインデバイスまたは DAQCardを使用する
SCXIモジュールを DAQデバイスまたは DAQCardと併用する場合は、
SCXI-134Xまたは SCXI-135Xケーブルアセンブリを使用して SCXI
シャーシを DAQデバイスに接続します。場合によっては、SCXI-1351
ケーブルアセンブリとともに 50ピン NB1リボンケーブル、または 100
ピン NB5あるいは NB6リボンケーブルを使用することもできます。 
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SCXIシャーシを DAQデバイスに接続するには、適切な SCXIケーブル
アセンブリを DAQデバイスにつなぎ、もう一方を、1つの SCXIモ
ジュールの背面のコネクタにつなぎます。以下の手順に従います。 

1. SCXIケーブルアセンブリをどの SCXIモジュールにつなぐかを決め
ます。全部のモジュールが多重化モードまたはシリアルモード用に構

成されている場合は、1つのモジュールのみを DAQデバイスに接続
する必要があります。どの SCXIモジュールをケーブルで接続すれば
よいかを調べるには、以下のルールを参考にしてください。

• 少なくとも 1つのアナログ SCXIモジュールが含まれているシス
テムの場合

a. 1つまたは複数の SCXI-1140モジュールを使用する場合
は、ケーブルアセンブリを、SCXI-1140モジュールのい
ずれかに接続します。SCXI-1140は、DAQデバイスか
らカウンタ信号を要求してトラックホールド回路を制
御します。SCXI-1140を 1つしか DAQデバイスに接続
しないのは、シャーシ内の他の SCXI-1140モジュール
は、シャーシのバックプレーンの SCXIBusを介してト
ラック /ホールドカウンタ信号にアクセスすることが
できるためです。

b. SCXI-1140を使用せず、SCXI-110Xモジュールを 1つま
たは複数使用する場合は、ケーブルアセンブリを
SCXI-110Xモジュールのいずれかにつなぎます。
SCXI-110Xモジュールは、DAQデバイスアナログ入力
ラインを 2つだけ駆動します。その他のラインは解放
したままにします。

c. SCXI-1140モジュールも SCXI-110Xモジュールも使用せ
ず、他のアナログモジュールを使用する場合は、ケー
ブルアセンブリをアナログモジュールのいずれかにつ
なぎます。

• デジタルモジュールのみ含まれている（アナログモジュールは使

用しない）システムの場合は、デジタルモジュールのいずれかに

ケーブルアセンブリをつなぎます。

• アナログおよびデジタルモジュールの両方が含まれているシステ

ムの場合は、以上のステップ a～ cに従ってアナログモジュー
ルを接続します。 DAQデバイスに接続するモジュールのMISO
および SERDATOUTラインを有効にします。 詳細については、
第 3章「SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する」を参照
してください。

• パラレルモード用に構成されたデジタルモジュールがシステムに

含まれている場合は、これらの各デジタルモジュールを別の DIO
デバイスに接続します。パラレルモード用に構成されたアナログ
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モジュールがシステムに含まれている場合は、これらの各アナロ

グモジュールを別のアナログ DAQデバイスに接続します。

2. SCXIケーブルアセンブリのブラケット側のコネクタを、モジュール
の背面の信号コネクタにつなぎます。図 2-1は、ケーブルアセンブリ
を SCXIモジュールおよびシャーシにつないだ様子を示しています。

図 2-1 SCXIケーブルアセンブリを SCXIモジュールおよびシャーシにつなぐ

SCXI
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DAQデバイスは、ケーブルアセンブリのブラケット側のコネクタを
介して SCXIbusと通信します。したがって、SCXIケーブルアセンブ
リに残りのモジュールをつなぐ必要はありません。SCXIケーブルア
センブリの予備のブレークアウトオスコネクタは通常、他のモジュー

ルに接続しないので注意してください。このブレークアウトオスコネ

クタを使用して、SCXI-1180フィードスルーパネル、SCXI-1181ブ
レッドボードモジュール、または SCXI-1351の 1スロットケーブル
エクステンダを介し、信号を直接 DAQデバイスに接続することがで
きます。

場合によっては、SCXI-1340ケーブルアセンブリではなく NB1ケー
ブルを使用することもできます。NB1ケーブルと SCXI-1340は機能
的には同じです。ただし、SCXI-1340は、ケーブルの接続が緩むのを
避けるため、NB1ケーブルよりもしっかりと接続できるようになっ
ています。SCXI-1340には、予備のブレークアウトオスコネクタが付
いています。このコネクタは、SCXI-1180フィードスルーパネルまた
は SCXI-1181ブレッドボードモジュールを使用して未調節の信号に
アクセスすることができます。

ケーブルアセンブリには、SCXIシャーシを 2つのネジで固定できる
一体型リアパネルも付いています。ケーブルアセンブリを使用してい

る場合は、ケーブルを抜かずにシャーシからモジュールを取り外した

り、モジュールをシャーシに挿入したりすることができます。

3. SCXI-1180フィードスルーパネルを使用して DAQデバイスの未使用
ラインにアクセスする場合は、DAQデバイスにケーブル接続されて
いるモジュールのすぐ右側にあるスロットにフィードスルーパネルを

インストールします。 SCXI-1180フィードスルーパネルケーブルを、
隣接モジュールに接続されている SCXIケーブルアセンブリの 50ピ
ンブレークアウトオスコネクタにつなぎます。

4. SCXI-1181ブレッドボードモジュールを使用する場合は、DAQデバ
イスに接続されているモジュールのすぐ右側にあるスロットにブレッ

ドボードモジュールをインストールします。SCXI-1351の 1スロット
ケーブルエクステンダを、隣接モジュールに接続されている SCXI
ケーブルアセンブリの 50ピンブレークアウトオスコネクタにつなぎ
ます。SCXI-1351ケーブルのもう一方を、SCXI-1181ブレッドボード
モジュールの背面の信号コネクタにつなぎます。

1つの DAQデバイスに 12を超えるモジュールを使用する場合は、2つ
以上の SCXIシャーシを使用する必要があります。この場合、マルチ
シャーシアダプタを使用する必要があります。
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RS-232または RS-485シリアルポートを使用する
コンピュータの RS-232ポートを介して、コンピュータから 100 ft
（30 m）以内にあるシャーシを 1つ制御することができます。 シャーシが
それよりも離れているか、または複数のシャーシを使用する場合は、

RS-485ポートを使用する必要があります。

SCXI-2400モジュールを使用する場合は、SCXI-2400を、SCXI-100X
シャーシの左端のスロットに挿入し、SCXI-1200モジュールをその隣り
のスロットに挿入します。 SCXI-2400モジュールに用意されているコネク
タアダプタを、 SCXI-2400の背面につなぎます。SCXI-1200を、7 in
（18 cm）の IEEE 1284パラレルポートケーブルを使用してこのコネクタ
アダプタに接続します。 

SCXI-2000シャーシを使用する場合は、SCXI-1200を、SCXIシャーシの
左端のスロットに挿入します。 次に、7 in.（18 cm）の IEEE 1284パラレ
ルポートケーブルを、SCXI-1200および SCXI-2000シャーシの背面につ
なぎます。 

メモ SCXIシャーシにアナログ出力およびデジタル I/Oモジュールのみ使用する場
合、SCXI-1200モジュールは不要です。 SCXI-2000および SCXI-2400は、アナ
ログ出力およびデジタル I/Oモジュールと直接通信することができます。 

次に、SCXI-2000または SCXI-2400を、コンピュータの RS-232または
RS-485ポートにつなぎます。

• RS-232：1つの SCXIシャーシを、コンピュータの標準 COMシリア
ルポートに直結することができます。コンピュータに 9ピン通信
ポートが実装されている場合は、SCXI-2000/2400に同梱されている
2mのヌルモデムケーブルを使用して、SCXI-2000/2400のフロント
パネルの 9ピン RS-232コネクタをコンピュータのシリアルポートに
接続します。

• RS-485：あるいは、SCXI-2000シャーシまたは SCXI-2400モジュー
ルの背面の RS-485コネクタを、RS-485ネットワークにつなぐこと
ができます。 たとえば、RS-485コネクタを、プラグイン AT-485アダ
プタデバイスのポートに直結することができます。RS-485接続は 4
ワイヤ接続です。 RS-485ネットワークの構成についての詳細は、
SCXIシャーシのユーザマニュアルまたは『SCXI-2400 User 
Manual』を参照してください。
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3
SCXIハードウェアとソフト
ウェアを構成する

この章では、SCXIハードウェアとナショナルインスツルメンツのソフト
ウェアの構成方法について説明します。

モジュールの構成

SCXIモジュールは、アプリケーションで使用する前に構成しなければな
らない場合があります。SCXIモジュールにはユーザ構成可能な多くの
ジャンパがあります。図 3-1に示すモジュールの背面のネジを 1つ外すこ
とによってジャンパを操作できます。

図 3-1 SCXIモジュール接地ネジを外す
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ユーザ構成可能なジャンパにアクセスする手順は以下のとおりです。

1. 図 3-1に示すように接地ネジを外します。

2. 図 3-2に示すようにモジュール底部の隙間にマイナスドライバを差し
込み、カバーが持ち上がるまでドライバを静かに押し下げてカバーを

外します。

図 3-2 SCXIモジュールのカバーを外す

カバーを元に戻すには、以下の手順に従います。

1. モジュールの上部の溝にカバーを合わせ、その位置にカバーの底をパ

チンとはめます。

2. 接地ネジを留めます。きつく締め過ぎないように注意してください。

アナログモジュール

以下の項では各アナログ SCXIモジュールについて説明し、各モジュール
上のジャンパを設定する手順について順を追って説明します。ご使用のモ

ジュールに対応する手順に従って、各ジャンパの位置を確認し、ジャンパ

位置の説明をお読みください。適切なジャンパを変更し、アプリケーショ

ンに合わせてモジュールを構成します。
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各アナログモジュールには、そのモジュールの出力基準モードを構成する

ジャンパが含まれています。DAQデバイスのアナログ入力モードに従っ
て、これらのジャンパを設定します。ご使用の DAQデバイスに推奨する
アナログ入力モードは以下のとおりです。

• E シリーズ AIおよびMIOデバイスは、差動（DIFF）モードにデフォ
ルト設定されています。ナショナルインスツルメンツでは、AIや
MIOデバイスを DIFF入力のままにしておくことをお勧めします。

• Lab/1200デバイスは、基準化シングルエンド（RSE）モードにデ
フォルト設定されます。最適なノイズ除去を行うには、この構成を非

基準化シングルエンド（NRSE）モードに変更します。配線の理由か
ら、SCXIと Labおよび 1200デバイスをともに差動モードで使用す
ることはできません。

アナログ SCXIモジュールには、フィルタカットオフ周波数、ゲイン、ア
ナログ入力基準、出力基準などのモジュールパラメータを構成するジャン

パを持つものもあります。測定する信号のタイプに従って、モジュールの

アナログ入力基準を選択する必要があります。このセクションでは、ま

ず、主な信号のタイプについて説明します。

グランド信号源と浮動信号源
信号源はグランドまたは浮動のいずれかになります。 

ユーザのコンピュータも建物の電源に配線されていると仮定すると、グラ

ンド信号源は建物の床に配線されるので DAQデバイスとグランドを共有
します。グランド信号の例には、信号生成器や電源のように建物の電源に

プラグを挿入しているデバイスの非絶縁型出力があります。絶縁型出力は

グランド信号源ではありません。これらは浮動信号源として扱う必要があ

ります。 

浮動信号源には、他の接地基準と同じ電位にあるとは仮定できない、絶縁

型グランド基準点があります。浮動信号源の例には、変圧器、絶縁熱電

対、光絶縁体、絶縁型増幅器、電池電源のデバイスなどがあります。

一般に、入力信号の基準電圧をとるには、グランドへの接続は 1だけが
必要です。つまり、信号源が既にグランドされている場合は、差動増幅器

モジュールの入力をまたグランドに接続しないでください。一方、浮動信

号源を測定する場合は、入力信号を基準化するために、グランドに接続す

る必要があります。
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SCXI-1100モジュール
このモジュールは、搭載プログラム可能なゲイン計測増幅器（PGIA）を
装備した 32チャネルの差動入力マルチプレクサです。SCXI-1100には、
32の差動電圧入力チャネルまたは差動電流入力チャネル、±10 Vのアナ
ログ入力範囲、4 Hzおよび 10 kHzのジャンパによる選択可能なローパス
フィルタ、および 1、2、5、10、20、50、100、200、500、1,000、
2,000のソフトウェアによる選択可能なモジュールゲインがあります。
SCXI-1100は多重化モードでのみ動作し、DAQデバイス上のアナログ入
力チャネルであるチャネル 0とチャネル 1を駆動します。

SCXI-1100は、グランド信号を使用して、フィルタなしで差動モードの
MIOまたは AIデバイスを装備して使用するように出荷前に工場で構成さ
れています。この構成が適切である場合は、ジャンパを動かさないでくだ

さい。ただし、以下の条件のいずれかに該当する場合は構成を調整する必

要があります。

• この SCXI-1100を DAQデバイスに直接配線してさらに Labまたは
1200デバイスを使用しているか、または SEモードで AIやMIOを
使用している場合。

• 入力信号が浮動（非基準化）信号で、モジュール内にインストールさ

れている 100 kΩの抵抗器を通じて信号を接地させる場合。信号源ま
たはターミナルブロックで信号を接地させる方法が最良です。

• ハードウェアによるフィルタリングが必要な場合で、スキャンレート

が低くなっても構わない場合。

• 電流信号を測定する場合。

前述の条件のいずれかに該当する場合は、SCXI-1100モジュールに関す
るこの項の残りの部分をお読みください。

SCXI-1100モジュールには、入力信号基準、フィルタ、および PGIA出
力基準を構成するユーザ構成可能な 5つのジャンパがあります。他の
ジャンパは、工場でのデフォルト設定位置のままにしてください。 

SCXI-1100モジュールを設定する手順は以下のとおりです。

1. 入力信号基準モードを構成します。

グランド信号源の場合は、ジャンパW1を工場でのデフォルトの位
置のままにしてください。この位置が最適な位置になります。

注意 浮動熱電対や他の浮動信号源のトランスデューサを使用する場合は、ジャンパ

W1を工場でのデフォルト設定のままにし、各トランスデューサの負のリードを
ターミナルブロック上のシャーシのグランドに接地するか、または信号源でト

ランスデューサを接地することをお勧めします。どちらの場合でも、トランス

デューサが同相電圧を持ってはなりません。全体の信号パスに沿った 1箇所の
みに信号を接地して増幅器の飽和を避け、同相ノイズを減らします。
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全部の信号源が浮動信号源である場合は、ジャンパW1の設定によ
り、100 kΩの抵抗器を増幅器の負の入力に接続して飽和を避けるこ
とができます。しかし、これによって入力インピーダンスが減り、通

常は整定時間と同相ノイズが増加します。また、W1を 100 kΩの抵
抗器に接続し、信号源のいずれかがグランド基準のものであるかグラ

ンドに高い漏洩がある場合は、接地ループにより DCオフセットや
ノイズが発生します。

2. フィルタを構成します。

SCXI-1100には 2つのローパス 1次 RCフィルタがあります。これら
には 10 kHzおよび 4 Hzの帯域幅があり、増幅器の後ろに配置され
ています。W2、W3、またはW4の位置のいずれかに 1つのジャン
パを設定することによって、フィルタを選択します。表 3-2に、
SCXI-1100のフィルタジャンパの設定を示します。

表 3-1 SCXI-1100入力信号基準ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

1-2の位置：グランド信号源の場合の位置 
（工場でのデフォルト設定位置）。

2-3の位置：浮動（非基準化）信号源の場合
の位置（内部の 100 kΩ抵抗器を CH-からグ
ランドに接続します）。この位置による影響
については、この項の説明をお読みくださ
い。
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工場のデフォルト設定位置であるW2に設定すると、フィルタリン
グは行われません。W3に設定すると、10 kHzローパスフィルタが
選択され、10 kHzを超える周波数を持つ信号成分を除去します。W4
に設定すると、4 Hzのローパスフィルタが選択され、60 Hzのノイ
ズなどの 4 Hzを超える周波数を持つ信号成分が除去されます。詳細
については、第 4章「アクセサリとトランスデューサの接続と使用」
の「ノイズとフィルタ」の項を参照してください。

注意 フィルタを有効にする場合は、SCXI-1100チャネルを高速でスキャンすることは
できません。信号の多重化後にフィルタが適用されるので、必要な精度を実現

するには、サンプリングレートやチャネルレートを十分遅くしてフィルタが整

定できるようにする必要があります。表 3-2に、最悪の条件下での整定に推奨
する最大の総サンプリングレートを示します。

3. PGIA出力基準モードを構成します。

ジャンパW10を使用して SCXI-1100 PGIAの出力基準モードを選択し
ます。正しい出力基準モードは、DAQデバイスの入力モードによって
異なります。表 3-3にジャンパW10の 3通りの設定を示します。

表 3-2 SCXI-1100のフィルタジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

W2：全帯域幅。フィルタなし（工場で
のデフォルト設定位置）。

W3：10 kHzのローパスフィルタ。最大
の総サンプリングレートは 6.7 kS/sで
す。

W4：4 Hzローパスフィルタ。最大の総
サンプリングレートは 2.9 S/sです。
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4. 必要に応じて、電流ループレシーバを追加します。プロセス電流抵抗

パックはナショナルインスツルメンツから入手可能です。フィルタ

パッドおよび電流ループレシーバについての詳細は、『SCXI-1100 
User Manual』の「Input Filtering and Current-Loop Receivers」
を参照してください。

SCXI-1102/B/Cモジュール
SCXI-1102/B/Cは、熱電対や他の低帯域幅の信号を測定するために設計
された 32チャネルの増幅器モジュールです。32チャネルのそれぞれに
42 VACpeakに対する入力保護回路と、1または 100のソフトウェアによ
る選択可能なゲインが含まれています。SCXI-1102、SCXI-1102/B、およ
び SCXI-1102/Cにはローパスフィルタがあり、それぞれのカットオフ周
波数は 2 Hz、200 Hz、および 10 kHzです。SCXI-1102は多重化された
モードでのみ動作し、DAQデバイス上のアナログ入力チャネル（チャネ
ル 0）を駆動します。SCXI-1102/B/Cはソフトウェアによる構成が可能
で、ジャンパがありません。

表 3-3 SCXI-1100 PGIAの出力基準ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

A-R0R1：固定位置。DIFF入力モードのMIOまた
は AI DAQデバイスの場合に、この位置を使用し
ます（工場でのデフォルト設定位置）。

AB-R0：PGIA基準を背面の信号コネクタのデータ
集録アナロググランドであるピン 1とピン 2に接
続します。Labおよび 1200デバイス、RSEモー
ドのMIOおよび AIデバイスなどの SE入力を装備
した DAQデバイスの場合に、この位置を使用し
ます。

AB-R2：NRSEモードの AIまたはMIOデバイスの
場合に、この位置を選択します。



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

SCXI入門 3-8 ni.com/jp

SCXI-1104/Cモジュール
♦ SCXI-1104
このモジュールは、低電圧および中電圧の信号の調節に使用します。

SCXI-1104には 32の差動アナログ入力チャネルがあります。SCXI-1104
ではそれぞれのチャネルに 2 Hzのカットオフ周波数を持つ 3極ローパス
フィルタがあり、60 Hzのノイズを除去します。各チャネルでは、各チャ
ネルには、増幅器の前に、入力値を 10分の 1にする減衰ステージがあり
ます。SCXI-1104入力を 1つの出力に多重化して、1つの DAQデバイス
チャネルを駆動させることができます。

♦ SCXI-1104C
このモジュールは、低電圧および中電圧の信号の調節に使用します。

SCXI-1104Cには 32の差動アナログ入力チャネルがあります。
SCXI-1104Cでは各チャネルに 10 kHzのカットオフ周波数の 3極ローパ
スフィルタがあります。各チャネルでは、増幅器の前に 10の減衰ステー
ジによる分周も行われます。SCXI-1104Cの入力を 1つの出力に多重化し
て、1つの DAQデバイスチャネルを駆動させることができます。

SCXI-1112モジュール
SCXI-1112モジュールは 8チャネルのモジュールで、熱電対を使用した
温度測定用に設計されています。8つの各チャネルには、42 Vへの入力
保護回路、ローパス 2 Hzノイズフィルタ、および 100に固定されたゲイ
ンが含まれます。SCXI-1112は多重化モードでのみ動作します。
SCXI-1112の構成にはMeasurement & Automationエクスプローラを
使用します。SCXI-1112はソフトウェアによる構成が可能で、ジャンパ
はありません。

SCXI-1120/Dモジュール
SCXI-1120/Dモジュールは 8チャネルの絶縁増幅器です。SCXI-1120/D
の特徴には、8つの絶縁型入力チャネル、250 Vrmsの同相電圧範囲、

ジャンパによる選択が可能なローパスフィルタ、および個別構成可能で

ジャンパによる設定が可能な 1、2、5、10、20、50、100、200、500、
1,000、および 2,000のチャネルゲインがあります。

SCXI-1120/Dは、差動モードのMIOまたは AIデバイスで使用すること
を前提に工場で構成されています。モジュールの各チャネルはゲイン

1,000（±5 mVの入力範囲）、および 4 Hzのフィルタ（SCXI-1120/Dで
は 4.5 kHz）で構成されています。この構成がアプリケーションに適切で
ある場合は、ジャンパを動かさないでください。ただし、以下の条件のい

ずれかに該当する場合は、ジャンパ設定を調整する必要があります。
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• この SCXI-1120/Dを DAQデバイスに直接配線してさらに Labまた
は 1200デバイスを使用しているか、または SEモードで AIやMIO
を使用している場合

• 全部のチャネルのデフォルト値と異なるゲインや帯域幅が必要な場合

• 同じシャーシ内のデジタルモジュールを使用しており、SCXI-1120/D
を DAQデバイスに配線している場合

前述の条件のいずれかに該当する場合は、SCXI-1120/Dモジュールに関
するこの項の残りの部分をお読みください。

SCXI-1120/Dには 42のユーザ構成可能なジャンパがあり、それらの多く
は同じ機能を実行しますが、異なるチャネルを構成します。ジャンパを設

定することによって、ゲイン、フィルタ、温度センサ信号のルーティン

グ、および信号の出力基準を構成できます。他のジャンパは、工場でのデ

フォルト設定位置のままにしてください。

SCXI-1120/Dモジュールを構成する手順は以下のとおりです。

1. ゲインを構成します。

各入力チャネルにはユーザ構成可能なゲインステージが 2つありま
す。最初のゲインステージによって 1、10、50、および 100のゲイ
ンを与え、2番目のステージによって 1、2、5、10、および 20のゲ
インを与えます。表 3-4および表 3-5に、各チャネルのゲインのセッ
トアップ方法を示します。

表 3-4 ゲインジャンパの割り当て

入力チャネル番号

最初のゲインの

ジャンパ

2番目のゲインの
ジャンパ

0 W1 W9

1 W2 W10

2 W3 W11

3 W4 W12

4 W5 W13

5 W6 W14

6 W7 W15

7 W8 W16
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SCXI-1120Dには 0.5の固定プレステージゲインもあります。

出荷の際、SCXI-1120は最初のステージのゲインは 100（位置 A）、
2番目のステージのゲインは 10（位置 D）に設定されています。ま
た、SCXI-1120Dは最初のステージゲインを 100（位置 A）、2番目の
ステージゲインを 20（位置 E）に設定され、出荷されます。モ
ジュールのゲインを変更するには、モジュール上の適切なジャンパを

表 3-5に示す位置に移動します。

SCXI-1120上のチャネルの全体のゲインを調べるには、次の式を使用
します。

SCXI-1120D上のチャネルの全体のゲインを調べるには、次の式を使
用します。

2. フィルタを構成します。

表 3-5 ゲインのジャンパ位置

ゲイン 設定値 ジャンパの位置

最初のステージ 1 D

10 C

50 B

100 A（工場でのデフォ
ルト設定）

2番目のステージ 1 A

2 B

5 C

10 D（SCXI-1120の工場
でのデフォルト設定）

20 E（SCXI-1120Dの工
場でのデフォルト設

定）

総ゲイン 最初のステージのゲイン 2番目のステージのゲイン×=

総ゲイン
1
2
--- 最初のステージのゲイン 2番目のステージのゲイン××=
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♦ SCXI-1120フィルタジャンパ

2ステージのフィルタは、SCXI-1120モジュールでも使用できます。
最初のステージは入力チャネルの絶縁されている部分に配置されてお

り、2番目のステージは入力チャネルの絶縁されていない部分に配置
されています。2ステージのフィルタは絶縁増幅器によって生成され
るノイズを除去し、S/N比を向上させます。さらに、10 kHzおよび
4 Hzのフィルタの 2つの帯域幅が使用可能です。

出荷の際、SCXI-1120は 4 Hzの位置に設定されています。両方のス
テージが同じ帯域幅に設定され、必要な帯域幅に達していることを確

認してください。各フィルタステージについて 1つのジャンパブ
ロックが使用可能であることに注意してください。

♦ SCXI-1120Dフィルタジャンパ

2ステージのフィルタは、SCXI-1120Dモジュールでも使用できます。
最初のステージは入力チャネルの絶縁されている部分に配置されてお

り、2番目のステージは入力チャネルの絶縁されていない部分に配置
されています。2ステージのフィルタは絶縁増幅器によって生成され

表 3-6 SCXI-1120フィルタジャンパの割り当て

入力チャ

ネル

番号

最初の

フィルタジャンパ

2番目の
フィルタジャンパ

4 Hz（工
場でのデ

フォルト） 10 kHz

4 Hz（工
場でのデ

フォルト） 10 kHz

0 W17-A W17-B W25 W26

1 W18-A W18-B W27 W28

2 W19-A W19-B W29 W30

3 W20-A W20-B W31 W32

4 W21-A W21-B W33 W34

5 W22-A W22-B W35 W36

6 W23-A W23-B W37 W38

7 W24-A W24-B W39 W40
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るノイズを除去し、S/N比を向上させます。さらに、22.5 kHzおよ
び 4.5 kHzのフィルタの 2つの帯域幅が使用可能です。

出荷の際、SCXI-1120Dは 4.5 kHzの位置に設定されています。両方
のステージが同じ帯域幅に設定され、必要な帯域幅に達していること

を確認してください。各フィルタステージについて 1つのジャンパ
ブロックが使用可能であることに注意してください。

3. 必要に応じて、温度センサ信号ルーティングを構成してください。

ジャンパW41は、SCXI-1320ターミナルブロック上で使用可能な温
度センサ信号のルーティングを制御します。MTEMP（多重化）モー
ドでは、位置 1-2 （工場でのデフォルト設定位置）を使用します。
DTEMP（直接）モードでの位置 2-3は、現在のバージョンの
SCXI-1320ターミナルブロックではサポートされていません。

4. 増幅器出力基準モードを構成します。 
信号出力基準は、この SCXI-1120/Dモジュールを DAQデバイスに
直接接続している場合のみ有効です。

表 3-7 SCXI-1120Dフィルタジャンパの割り当て

入力チャ

ネル

番号

最初の

フィルタジャンパ

2番目の
フィルタジャンパ

4.5 kHz
（工場での

デフォル

ト） 22.5 kHz 22.5 kHz

4.5 kHz
（工場での

デフォル

ト）

0 W17-A W17-B W25 W26

1 W18-A W18-B W27 W28

2 W19-A W19-B W29 W30

3 W20-A W20-B W31 W32

4 W21-A W21-B W33 W34

5 W22-A W22-B W35 W36

6 W23-A W23-B W37 W38

7 W24-A W24-B W39 W40
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ジャンパW46を使用して SCXI-1120/D計測増幅器出力のさまざまな
基準モードを設定します。正しい出力基準モードは、使用する DAQ
デバイスの入力モードによって異なります。

表 3-8にジャンパW46の信号基準設定を示します。

5. デジタル SCXIモジュールをシリアルモードで使用し、SCXI-1120/D
モジュールをプラグイン DAQデバイスに接続する場合は、
SCXI-1120/Dモジュールを構成してMISO信号を SERDATOUTピン
（ジャンパW43）に接続します。

SCXI-1121モジュール
このモジュールは励起のある 4チャネルの絶縁増幅器です。主な特徴と
して、4チャネルの絶縁型入力、チャネルごとの 1,500 Vrmsの絶縁、電

流または電圧の励起、±5 Vのアナログ入力範囲、240 Vrmsの同相電圧除

去、ジャンパによる選択可能な 4 Hzまたは 10 kHzの値でのローパス
3極 RCフィルタ、個別に構成可能でジャンパによる選択が可能な 1、2、
5、10、20、50、100、200、500、1,000、および 2,000のチャネルゲイ
ンなどがあります。

表 3-8 SCXI-1120/D信号基準ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

B-R0R1：固定位置。DIFF入力モードのMIOまた
は AIデバイスの場合に、この位置を使用します
（工場でのデフォルト設定位置）。

AB-R2：NRSEモードの AIまたはMIOデバイスの
場合に、この位置を選択します。

AB-R0：PGIA基準を背面の信号コネクタのデータ
集録アナロググランドであるピン 1とピン 2に接
続します。Labおよび 1200デバイス、RSEモー
ドのMIOおよび AIデバイスなどの SE入力を装備
した DAQデバイスの場合に、この位置を使用し
ます。
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SCXI-1121モジュールには 45のユーザ構成可能なジャンパがあります。
ジャンパの位置によって、ゲイン、フィルタ、励起モード、ブリッジ完

結、および信号出力基準を設定できます。他のジャンパは、工場でのデ

フォルト設定位置のままにしてください。

SCXI-1121は、差動モードでのMIOまたは AIデバイスで使用するよう
に工場で構成されています。モジュールの各チャネルは 1,000のゲイン
（±5 mVの入力範囲）に構成され、4 Hzのフィルタ、3.33 Vの電圧励起、
およびブリッジ完結不使用として構成されています。この構成がアプリ

ケーションに適切である場合は、ジャンパを動かさないでください。ただ

し、以下の条件のいずれかに該当する場合は、ジャンパ設定を調整する必

要があります。

• この SCXI-1121を DAQデバイスに直接配線してさらに Labまたは
1200デバイスを使用しているか、または SEモードで AIやMIOを
使用している場合

• 全部のチャネルで異なるゲインまたは帯域幅（1,000および 4 Hz以
外のもの）を必要とする場合

• トランスデューサで電流励起または 10.0 Vの電圧励起が必要な場合

• トランスデューサでハーフブリッジ完結回路が必要な場合

• デジタルモジュールを使用しており、SCXI-1121を DAQデバイスに
配線している場合

前述の条件のいずれかに該当する場合は、SCXI-1121モジュールに関す
るこの項の残りの部分をお読みください。

SCXI-1121モジュールを設定する手順は以下のとおりです。

1. ゲインを構成します。

SCXI-1121の各チャネルについて 2つのステージ内でゲインを選択し
ます。これらはそれぞれジャンパによって制御されます。各チャネル

のデフォルトのゲインは 1,000です。

特定のチャネル上に作られるゲインの総数は、次の等式に示すよう

に、そのチャネルに適用される最初のステージと 2番目のステージ
のゲインの積と等しくなります。

総ゲイン（チャネル n）= 最初のステージのゲイン（チャネル n）× 2番
目のステージのゲイン（チャネル n）

特定のゲインで測定できる有効な入力範囲は次のとおりです。

入力範囲 V( ) 5± V
総ゲイン
------------------------=
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a. 最初のステージのゲイン選択を構成します。

ジャンパW3、W19、W29、およびW41を使用してチャネル
0～ 3の最初のステージのゲインをそれぞれ構成します。各ジャ
ンパは 4つの位置（A、B、C、D）に設定可能です。それぞれ
が特定のゲインに対応しています。±

b. 2番目のステージのゲインを構成します。

ジャンパW4、W20、W30、およびW42を使用して、チャネル
0～ 3の 2番目のステージゲインをそれぞれ構成します。これら
の各ジャンパは 5つの位置（A、B、C、D、E）に設定すること
が可能です。それぞれが特定のゲインに対応しています。

ジャンパの設定および対応するゲインの値を、表 3-9と表 3-10に示します。

表 3-9 SCXI-1121の最初のステージと 2番目のステージのゲインジャンパの設定

入力チャネル番号

最初のステージのゲ

インジャンパ

2番目のステージの
ゲインジャンパ

0 W3 W4

1 W19 W20

2 W29 W30

3 W41 W42

表 3-10 SCXI-1121ゲインジャンパの設定

ゲイン 設定値 ジャンパの位置

最初のステージ 1
10
50
100

D
C
B
A（工場のデフォル
ト設定）

2番目のステージ 1
2
5
10
20

A
B
C
D（工場のデフォル
ト設定）

E
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2. フィルタを構成します。

フィルタには 2つのステージがあり、各チャネルについてジャンパ
による選択が可能です。SCXI-1121では 2つのステージによるフィル
タを使用して S/N比を向上させます。フィルタの帯域幅は最大ス
キャンレートに影響を与えません。工場でのデフォルト設定のジャン

パ位置では、各チャネルを 4 Hzの帯域幅に構成します。

a. 最初のステージのフィルタを構成します。

ジャンパW5、W21、W31、およびW43によって、最初のス
テージのフィルタを選択します。これらのジャンパには 2つの
位置（Aと B）があります。位置 Aを選択すると最初のステー
ジは 4 Hzのフィルタとなり、位置 Bを選択すると 10 kHzの
フィルタとなります。 

b. 2番目のステージのフィルタを構成します。

ジャンパW6～W13では、2番目のステージのフィルタを選択
します。ここでは、最初のステージと同じ周波数を構成する必要

があります。最初のステージと同様に、実際にはジャンパが 4
つしかありません。W6～W13は 8つのジャンパに対応してい
るのではなく、8つの位置に対応しています。各ジャンパを 2つ
の位置のいずれかに設定できます。ジャンパを偶数番号（例：

W6）に設定すると 2番目のステージが 4 Hzのフィルタとして
設定され、奇数番号（例：W7）に設定すると同じチャネルの 2
番目のステージが 10 kHzのフィルタとして設定されます。ジャ
ンパおよびフィルタのチャネル対応については、表 3-11を参照
してください。

表 3-11 SCXI-1121の最初のステージと 2番目のステージのフィルタジャンパの設定 

入力チャネル番号

最初のフィルタジャンパ 2番目のフィルタジャンパ

4 Hz（工場でのデフォ
ルト） 10 kHz

4 Hz（工場でのデフォ
ルト） 10 kHz

0 W5-A W5-B W6 W7

1 W21-A W21-B W8 W9

2 W31-A W31-B W10 W11

3 W43-A W43-B W12 W13



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

© National Instruments Corporation 3-17 SCXI入門

3. 励起モードを電流または電圧に構成します。

SCXI-1121の各励起チャネルを構成すると、電圧や電流の励起を発生
させることができます。ひずみゲージには電圧の励起が必要であり、

RTDおよびサーミスタでは通常、電流の励起が必要です。各励起
チャネルには 2つのジャンパがあり適切なモードを選択できます
（W14、W15、W22、W23、W34、W35、W46、およびW47）。
表 3-12に、励起モードのジャンパ設定の要約を示します。SCXI-1121
モジュール上で 1の位置だけに印が付いていることに注意してくだ
さい。各チャネルの工場のデフォルト設定の励起モードは電圧です。
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表 3-12 SCXI-1121の励起モードのジャンパ設定

ジャンパ

励起

チャネル

電圧モード

（工場でのデフォルト設定位

置） 電流モード

0

1

2

3
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4. 励起レベルを構成します。

各励起チャネルに適用する励起のレベルを選択できます。ここでも

1チャネルあたり 2つのジャンパを使用します（W16、W24、W25、
W26、W36、W37、W48、W49）。電圧モードを選択すると、
3.333 Vまたは 10.00 Vの電位差のいずれかを適用できます。電流
モードを選択すると、0.150 mAまたは 0.450 mAの励起電流のいず
れかを適用できます。必要な励起レベルを調べるには、トランス

デューサの仕様を参照してください。SCXI-1121の励起レベルのジャ
ンパ設定については表 3-13を参照してください。また、励起チャネ
ルあたりの最大負荷については表 3-14を参照してください。
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表 3-13 SCXI-1121励起レベルのジャンパ設定

ジャンパ

励起チャネ

ル

3.333 Vまたは 0.150 mA
（工場でのデフォルト設定

位置） 10 Vまたは 0,450 mA

0

1

2

3
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5. 必要に応じて、ハーフブリッジ補償回路網を有効にします。

SCXI-1121には、ハーフブリッジまたはクォータブリッジトランス
デューサで使用する組み込みハーフブリッジ補償回路網が含まれてい

ます。ネットワークには、5 ppm/℃の温度係数を持つ 4.5 kΩ（±
0.05%）の抵抗器が直列に 2つ接続されています。1チャネルあたり
2つの追加ジャンパ（W1、W2、W17、W18、W27、W28、W39、
およびW40）を使用して、個別のチャネルベースでネットワークを
オンにできます。完成ネットワークをオンにする場合は、増幅器の負

の入力へのアクセスを自動的に除去して過電圧保護を維持します。

ハーフブリッジ補償回路網ジャンパ情報については表 3-15を、標準
のブリッジ構成図については図 4-5、図 4-6および図 4-7を参照して
ください。

表 3-14 SCXI-1121の励起チャネルあたりの最大負荷

励起レベル 最大負荷

3.333 V 28 mA

10 V 14 mA

0.150 mA 10 kΩ

0.450 mA 10 kΩ
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表 3-15 SCXI-1121ハーフブリッジ補償回路網のジャンパ設定

ジャンパ チャネル

ネットワークを有効

にする

ネットワークを無効にする

（工場でのデフォルト設定位

置）

0

1

2

3
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6. 増幅器出力基準を構成します。

信号出力基準は、この SCXI-1121モジュールを DAQデバイスに直接
接続している場合のみ有効です。

ジャンパW33を使用して、SCXI-1121増幅器のさまざまな出力基準
モードを構成します。正しい出力基準モードは、使用する DAQデバ
イスの入力モードによって異なります。

表 3-16に、使用可能な 3つの信号基準構成を示します。

7. デジタル SCXIモジュールをシリアルモードで使用し、SCXI-1121モ
ジュールをプラグイン DAQデバイスに接続する場合は、SCXI-1121
モジュールを構成してMISO信号を SERDATOUTピン（ジャンパ
W38）に接続します 。

SCXI-1122モジュール
このモジュールには 16の絶縁型入力チャネルと 2つの絶縁型励起チャネ
ルがあります。SCXI-1122は、ひずみゲージ、RTD、サーミスタ、熱電
対、ボルトおよびミリボルト源、4～ 20 mAの電流源、および 0～
20 mAのプロセス電流源の信号調節モジュールです。SCXI-1122は 2つ
のモードで動作します。入力に使用する 16の入力チャネルすべてで 2ワ
イヤスキャンモードを使用するか、または入力チャネルの接続用の電圧入

力として構成されている上位の 8つのチャネルと、電流出力チャネルと
して構成されている下位の 8つのチャネルで 4ワイヤスキャンモードを
使用します。このモジュールの主な機能には他に、ソフトウェアプログラ

表 3-16 SCXI-1121増幅器出力基準のジャンパ設定 

ジャンパ 説明 設定

A-R0R1：固定位置。DIFF入力モードのMIO
または AIデバイスの場合に、この設定を使用
します（工場でのデフォルト設定位置）。

AB-R2：NRSEモードの AIおよびMIOデバ
イスの場合に、この位置を選択します。

AB-R0：増幅器基準を背面の信号コネクタの
データ集録アナロググランドであるピン 1と
ピン 2に接続します。Labおよび 1200デバ
イス、RSEモードのMIOおよび AIデバイス
などの SE入力を装備した DAQデバイスの場
合に、この位置を使用します。



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

SCXI入門 3-24 ni.com/jp

ム可能なゲインおよびフィルタと、ひずみゲージ測定における長いリード

ワイヤの電圧低下の計算機能があります。SCXI-1122入力信号は、1つの
DAQデバイスチャネルを駆動する 1つの出力に多重化されます。

SCXI-1122には 2つのジャンパがあります。表 3-17に示すように、ジャ
ンパW2は、背面の信号コネクタ上の SERDATOUT信号にプルアップ抵
抗器を接続します。ジャンパW1はガードおよびアナログ出力接地を構
成し、NRSEモードを有効にします。フィルタ帯域幅およびスキャンモー
ドでは、2ワイヤまたは 4ワイヤのどちらのスキャンもソフトウェアで構
成可能です。

SCXI-1122モジュールを構成する手順は以下のとおりです。

メモ モジュールが DAQデバイスに接続されていない場合、W2の位置は不適切で
す。

1. 1つのシャーシを使用する場合は、DAQデバイスに接続されている
SCXI-1122の位置 1にジャンパW2を設定します。複数のシャーシを
使用する場合は、DAQデバイスに配線されている SCXI-1122のジャ
ンパW2のいずれかを位置 1に設定します。DAQデバイスに配線さ
れている SCXI-1122のどれがプルアップ接続されているかは問題に
なりません。他の全部の SCXI-1122モジュールのジャンパW2は位
置 3に設定します。

表 3-17 SCXI-1122デジタル信号ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

位置 1（プルアップ）- シングルシャーシシステム
にはこの設定を使用します。2.2 kΩのプルアップ
抵抗器を SERDATOUTライン（工場でのデフォル
ト設定位置）に接続します。

位置 3（マークのない位置、プルアップなし）- こ
の設定は、マルチシャーシシステムで、プルアップ
接続されたモジュール以外の配線されている

SCXI-1122モジュールに使用します。SERDATOUT
ラインにはプルアップ抵抗器を接続しません。
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2. SCXI-1122には接地、シールド、および基準モードの選択用のアナロ
グ構成ジャンパが 1つあります。表 3-18に示すように、ジャンパ
W1を設定します。

電流ループレシーバ
SCXI-1122には、電圧ではなく電流測定の機能があります。ナショナル
インスツルメンツでは、SCXIプロセス電流抵抗器パックを提供しており
ます。このパックには 249Ω 、0.1%、5 ppm、1/4 Wの抵抗器が含ま
れています。電流ループレシーバ抵抗器のインストール方法についての詳

細は、『SCXI-1122 User Manual』を参照してください。

スキャンテクニック

メモ SCXI-1122の入力マルチプレクサはリレーで構成されています。
リレーには平均寿命があります。『SCXI-1122 User Manual』の
「Appendix A Specifications」を参照してください。

SCXI-1122を連続的なマルチチャネルスキャンに使用する場合に発生す
るリレーの機械的な磨耗を避けるため、図 3-3の bに示すように次の
チャネルに進む前に指定されたチャネル上の n個のサンプルを取り込ん
でください。たとえば、スキャンを 100回実行してスキャンごとに各
チャネルから 1つのサンプルを採るより、図 3-3aに示すように 1つの
チャネルから 100のサンプルを取り込んでから次のチャネルに切り替え
て、図 3-3bに示すように新しいサンプルセットを取り込みます。推奨す
るこのソフトウェア駆動式スキャンの方法はリレーの寿命を延ばします。

表 3-18 SCXI-1122アナログジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

A-R0R1：固定位置。DIFF入力モードの
MIOまたは AIデバイスの場合に、この設定
を使用します（工場でのデフォルト設定位
置）。

AB-R0：Labおよび 1200デバイス、RSE
モードのMIOおよび AIデバイスなどの SE
入力を装備した DAQデバイスの場合に、こ
の位置を使用します。
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図 3-3 スキャンテクニック

SCXI-1124モジュール
SCXI-1124には、電圧または電流出力を持つ 6つの絶縁型 DACがありま
す。SCXI-1124の出力は、波形ではなく、DCまたは徐々に変化する電流
または電圧の信号を生成するように設計されています。

SCXI-1124は、ナショナルインスツルメンツの AIおよびMIOデバイス、
Labおよび 1200デバイス、および DIOデバイスとともに動作します。
複数の SCXI-1124を、1台の DAQデバイスを装備した 1つのシャーシ
内で、他の SCXIモジュールタイプと組み合わせて制御できます。

メモ SCXI-1124の背面信号コネクタに何も接続しないと、全部のジャンパの位置が不
適切になります。

b. 

b.
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この SCXI-1124をプラグイン DAQデバイスに直接配線する場合は、以
下の手順を使用して SCXI-1124を構成します。

1. 表 3-19に示すように、ジャンパW1をシングルシャーシシステムま
たはマルチシャーシシステムに設定します。

2. このモジュールを DAQデバイスに直接配線する場合は、表 3-20に
示すように、使用する DAQデバイスのタイプによってジャンパ
W1、W2、およびW3を設定します。

表 3-19 SCXI-1124のシャーシのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

プルアップ：この設定は、シングルシャーシ
システムに使用します。2.2 kΩのプルアッ
プ抵抗器を SERDATOUTライン（工場でのデ
フォルト設定位置）に接続します。

プルアップなし：この設定は、マルチシャー
シシステムでプルアップ接続されたモジュー
ル以外の配線されている SCXI-1124モジュー
ルに使用します。SERDATOUTラインにはプ
ルアップ抵抗器を接続しません（固定位置）。



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

SCXI入門 3-28 ni.com/jp

2種類の DAQデバイス（DIOデバイスとMIOデバイス）を SCXI-1124
に接続できます。SCXI-1124をMIOデバイスに接続する場合は、ジャン
パW2、W3、W4をM位置に入れます。SCXI-1124をアナログ入力を持
つモジュールと同様に使用する場合は、アナログ入力モジュールのいずれ

かにMIOデバイスを配線してください。SCXI-1124は、アナログ信号を
SCXIbusからMIOデバイスにルーティングできません。

SCXI-1125モジュール
SCXI-1125モジュールは、ソフトウェアによる構成が可能であることを除
いて SCXI-1120/Dとよく似ており、ジャンパがありません。各チャネルの
ゲインとフィルタ設定値を構成するには、Measurement & Automation
エクスプローラを使用します。さらに、SCXI-1125のみ、ターミナルブ
ロック搭載温度センサのMTEMP構成をサポートしています。

SCXI-1126モジュール
SCXI-1126は、8つの絶縁型周波数入力チャネルを持つ信号調節モジュー
ルです。SCXI-1126の各チャネルには周波数を電圧に変換する回路があ
り、この回路にはプログラム可能な入力範囲、スレッショルド、ヒステリ

シス、およびフィルタが含まれています。各チャネルはチャネル間または

チャネルから地面の間で 250 Vrmsの有効な同相電圧で個別に絶縁されま

す。SCXI-1126はソフトウェアによる構成が可能で、ジャンパがありま
せん。

表 3-20 SCXI-1124のデバイスタイプによるジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

D：SCXI-1124を DIOデバイスに接
続する場合は、3つのジャンパすべ
てにこの設定を使用します（工場で
のデフォルト設定位置）。

M：SCXI-1124をMIOまたは
Lab/1200デバイスに接続する場合
は、3つのジャンパすべてにこの設
定を使用します。
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SCXI-1140モジュール
このモジュールは、8チャネルの同時サンプリング差動増幅器です。
SCXI-1140には、8つのチャネルすべてをトラックホールドする増幅器、
±10 Vのアナログ入力範囲、および個別に DIPスイッチで選択可能な
チャネルゲイン（1、10、100、200、および 500）があります。

マルチモジュールシステムでの DAQデバイスの
接続

メモ 1台の SCXI-1140を複数の SCXIモジュールと 1台の DAQデバイスを含むシス
テムで使用する場合は、その SCXI-1140を DAQデバイスに接続する必要があ
ります。SCXI-1140ではモジュールのトラックホールド回路を制御するために
DAQデバイスからのカウンタ /タイマ信号を必要とするためです。他のモ
ジュールではこの信号を使用しないので、この信号を SCXIbusにルーティング
しません。

システムに複数の SCXI-1140が含まれている場合は、SCXI-1140モ
ジュールのいずれかを DAQデバイスに接続した場合のみ、このシステム
は正常に動作します。シャーシ内の他の SCXI-1140モジュールでは、そ
のモジュールおよび SCXIbusバックプレーンを使用してカウンタ /タイ
マ信号にアクセスできます。同じシャーシ内の他の SCXIモジュールは正
常に動作します。

ユーザ構成可能なジャンパと DIPスイッチ
このモジュールには、ユーザ構成可能なジャンパが 10つ、DIPスイッチ
が 8つあります。ジャンパとスイッチを使用して入力信号基準、計測増
幅器出力基準、接地、シールド、およびゲインを構成できます。他のジャ

ンパは、工場でのデフォルト設定位置のままにしてください。

SCXI-1140は、差動モードで AIまたはMIOデバイスをグランド基準信
号源の測定に使用するように工場で構成されます。モジュールの各チャネ

ルはゲインを 1に構成されます。この構成がアプリケーションに適して
いる場合は、ジャンパや DIPスイッチを調整しないでください。ただし、
以下の条件のいずれかに該当する場合は構成を調整する必要があります。

• 入力信号が浮動または非基準化である場合。

• この SCXI-1140を DAQデバイスに直接配線してさらに Lab/1200
デバイスを使用しているか、または SEモードで AIやMIOを使用し
ている場合。

• いずれかのチャネル上で 1以外のゲインが必要な場合。

• デジタルモジュールを使用しており、SCXI-1140を DAQデバイスに
配線している場合。
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前述の条件のいずれかに該当する場合は、SCXI-1140モジュールに関す
るこの項の残りの部分をお読みください。

SCXI-1140モジュールを設定する手順は以下のとおりです。

1. 信号基準モードを構成します。表 3-21に、SCXI-1140信号基準構成
を示します。

2. 計測増幅器出力基準モードを構成します。

SCXI-1140がプラグイン DAQデバイスに直接接続されている場合の
み、出力基準モードは有効です。表 3-22に、SCXI-1140計測増幅器
信号基準構成を示します。

表 3-21 SCXI-1140信号基準ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

AB：計測増幅器の負の入力を前面パネルのコネク
タのみに接続します（工場でのデフォルト設定位
置）。グランド信号源を測定する場合はこの設定
を使用します。

BC：計測増幅器の負の入力を、前面パネルのコネ
クタと 100 kΩの抵抗器（浮動信号源用）を経由
してモジュールのアナロググランドに接続しま
す。このチャネルで浮動信号を測定する場合にこ
の設定を使用します。

表 3-22 SCXI-1140計測増幅器ジャンパの設定

ジャンパ 説明 設定

AB：DIFF入力モードのMIOまたは AIデバイス
の場合に、この設定を使用します（工場でのデ
フォルト設定位置）。

BC：Lab、1200デバイスなどの SE入力を装備
した DAQデバイス、または RSEモードのMIO
および AIデバイスの場合に、この位置を使用し
ます。
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ジャンパW12によってさまざまな接地とシールドのオプションを選
択します。工場のデフォルト設定位置である CDでは接地は外され
ており、ほとんどのアプリケーションに適します。詳細については、

『SCXI-1140 User Manual』を参照してください。

3. ゲイン選択を構成します。

表 3-23に示すように、8つの 4ビット DIPスイッチである U12～
U19を使用してチャネル 0～ 7の各ゲインを選択します。工場でのデ
フォルト設定では、ゲインは 1に設定されています。これは、各 DIP
スイッチの 4つのビットすべてがオフに設定されている状態（番号
側に上がっている状態）です。表 3-24に示すように、特定の DIPス
イッチの 4つのビットの 1つまたは複数をオンの（閉じた）位置に
設定することによって、他のゲインを選択します。

表 3-23 各チャネルに対応する SCXI-1140ゲインスイッチ

チャネル DIPスイッチを使用する

0 U12

1 U13

2 U14

3 U15

4 U16

5 U17

6 U18

7 U19

表 3-24 SCXI-1140のスイッチ設定によるゲイン選択

スイッチ ゲイン 閉じるスイッチ

1
10
100
200
500

なし

D
C
B
A

OFF
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4. デジタル SCXIモジュールをシリアルモードで使用して、SCXI-1140
モジュールを DAQデバイスに接続する場合は、SCXI-1140モジュー
ルを構成してMISO信号を SERDATOUTピン（ジャンパW11）に接
続します。詳細については、『SCXI-1140 User Manual』を参照して
ください。

SCXI-1141、SCXI-1142、および SCXI-1143モジュール
SCXI-1141、SCXI-1142、および SCXI-1143には 8つのローパスフィルタ
があり、差動入力増幅器を装備しています。これらのモジュールのフィル

タのタイプは、それぞれ楕円、ベッセル、およびバタワースです。

SCXI-1141、SCXI-1142、および SCXI-1143は、汎用アプリケーションや
信号のフィルタだけでなく、エイリアス除去アプリケーションにも使用で

きます。

SCXI-1141、SCXI-1142、および SCXI-1143には 2つのユーザ構成可能な
ジャンパがあります。ジャンパW1はシングルシャーシシステムに、
ジャンパW2は差動入力 DAQデバイスに、工場でそれぞれ設定されて
います。

メモ マルチシャーシシステムを使用する場合、DAQデバイスを SEモードで使用す
る場合、または接地やシールドのデフォルト設定を変更する場合のみ、

SCXI-1141/1142/1143ジャンパ設定を変更する必要があります。

ジャンパW1は、Pの位置に設定すると、2.2 kΩのプルアップ抵抗器が
SERDATOUTラインに接続されます。オープンコレクタドライバによって
SERDATOUTラインを駆動します。オープンコレクタドライバは信号ライ
ンをローに駆動したりハイインピーダンス状態に移行したりします。ハイ

インピーダンス状態では、プルアップ抵抗器により信号ラインがハイにな

ります。SERDATOUTラインに接続されているプルアップ抵抗器が多すぎ
ると、ドライバはラインをローに駆動できません。これを防ぐには、ジャ

ンパW1をマルチシャーシシステムの DAQデバイスに接続されている
SCXI-1141/1142/1143モジュールのいずれかで位置 Pに設定します。
DAQデバイスに配線されている SCXI-1141/1142/1143のどれがプル
アップ接続されているかは問題になりません。
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表 3-25と表 3-26に、構成可能なジャンパの説明と構成を示します。

表 3-25 SCXI-1141/1142/1143シャーシのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

プルアップ：シングルシャーシシステムま
たはマルチシャーシシステムの最初の
シャーシ内で配線されているモジュールに
この位置を使用します（工場でのデフォル
ト設定位置）。

プルアップなし：この設定は、マルチ
シャーシシステムでプルアップ接続された
モジュール以外の配線されているモジュー
ルに使用します。
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SCXI-1520モジュール
SCXI-1520は 8チャネルのモジュールであり、ひずみゲージおよびひず
みゲージベースのセンサとのインタフェースに使用されます。

ソフトウェアを制御することによって、ブリッジ励起電圧、ハードウェア

のゼロ設定、フィルタカットオフ周波数、または分路キャリブレーション

設定値をチャネルごとに設定できます。LabVIEWまたは NI-DAQを通じ
て、各入力チャネルのゲインを設定できます。搭載 EEPROMには各チャ
ネルのゲインとオフセットキャリブレーション定数が含まれています。

NI-DAQと LabVIEWは、データをスケールするときに、これらの定数を
使用して増幅器のゲインおよびオフセット誤差を自動的に修正します。

表 3-26 SCXI-1141/1142/1143の接地とシールドのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

固定位置差動モードの DAQデバイスでこ
の設定を使用します（工場でのデフォルト
設定位置）。

Labおよび 1200デバイス、
DAQCard-700、RSEモードのMIOおよび
AIデバイスなどの SE入力を装備した DAQ
デバイスの場合に、この位置を使用します。

SCXIbusガードをアナログ基準に接続しま
す。

NRSEモードのMIOおよび AIデバイスの
場合に、この位置を選択します。
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NI-DAQへの直接関数呼び出しを使用して、SCXI-1520の構成やキャリ
ブレーションを行うことができるだけでなく、SCXI-1520を通じて取り
込んだデータをスケールすることもできます。表 3-27にこれらの関数を
示し、その用途を説明します。

SCXI-1314ターミナルブロックは、ひずみゲージおよびひずみゲージ
ベースのセンサから SCXI-1520の前面信号コネクタへのフィールド配線
の接続に便利です。ターミナルブロックには、各チャネルにソケット付き

のクォータブリッジの完結抵抗器および 2つのソケット付きの分路キャ
リブレーション抵抗器が含まれています。

SCXI-1530/1531モジュール
SCXI-1530および SCXI-1531はそれぞれ 4チャネルおよび 8チャネルの
モジュールであり、ピエゾ電歪素子回路（ICP®）や他の電流励起を必要と

する加速度計とのインタフェースに使用します。これらには BNCコネク
タがあり、加速度計ケーブルに直接接続できます。4 mAの電流励起のオ
ンとオフの切り替えが可能です。4極ベッセルフィルタの帯域幅は 2.5、
5、10、または 20 kHzに設定できます。ゲインは 1、10、または 100Xに
設定できます。全部のチャネルは同時にサンプリングされ、タイミングお

表 3-27 SCXI-1520に適用できる NI-DAQ関数

関数 動作

SCXI_Set_Gain アナログ入力ゲインを X1～ X1000の許容範囲内に設
定します。

SCXI_Set_Excitation ブリッジ励起電圧を設定します。範囲は 0～ 10 Vで、
0.625 Vごとに設定できます。

SCXI_Configure_Filter フィルタカットオフ周波数を 10 Hz、100 Hz、1 kHz、
10 kHz、またはバイパスの 5つの設定値のいずれかに
設定します。

SCXI_Strain_Null 特定のチャネルのセンサによるオフセット電圧を自動
的にゼロ調します。

SCXI_Calibrate_Setup 各チャネルベースごとの分路キャリブレーションの有
効と無効を切り替えます。

SCXI_Configure_Connection ブリッジ構成をクォータブリッジ、ハーフブリッジ、
またはフルブリッジに設定します。

SCXI_Calibrate モジュールのセルフキャリブレーションを開始しま
す。モジュールの EEPROMに格納されているゲイン
とオフセット定数を更新します。これらの定数は、ス
ケール関数である SCXI_Scaleによって使用されま
す。
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よび位相の情報を保存するために保持されます。励起、帯域幅、およびゲ

インは各チャネルベースで、ジャンパを使用せずに設定されます。

SCXI-1530/1531の構成は、Measurement & Automationエクスプロー
ラを使用したり NI-DAQへの関数呼び出しを通じて行います。

SCXI-1540モジュール
SCXI-1540モジュールは 8チャネルのモジュールで、業界標準の LVDT、
RVDT、およびリゾルバにインタフェースします。このモジュールは
LVDTと 4ワイヤまたは 5ワイヤの配線接続が可能であり、任意の数の
チャネルと共通の周波数の同期を取ることができます。励起レベルは 1 
Vrmsまたは 3 Vrmsに設定できます。励起周波数は 2.5、3.3、5、または
10 kHzに設定できます。ゲインを 0.8X～ 25Xの範囲を超えて設定し、
広範囲の LVDT感度を扱うことができます。ゲイン、レベル、周波数、お
よびワイヤモードは、各チャネルベースでジャンパを使用しないで設定し

ます。SCXI-1540の構成は、Measurement & Automationエクスプ
ローラを使用したり NI-DAQへの関数呼び出しを通じて行います。

デジタル SCXIモジュール
ナショナルインスツルメンツは、アナログ SCXIモジュールに加えて、
SCXI-1160、SCXI-1161、SCXI-1162、SCXI-1162HV、SCXI-1163、
SCXI-1163Rなどのさまざまなデジタルモジュールを提供しています。こ
れらのモジュールは、アナログまたはデジタルのどちらの DAQデバイス
にも接続できます。デジタルモジュールは同じシャーシ内でアナログモ

ジュールとともに動作可能です。

アナログモジュールとデジタルモジュールの両方を動作している場合は、

アナログおよびデジタル信号の両方を受け入れることができるアナログ

DAQデバイスを使用する必要があります。また、アナログモジュールは
SCXIbusから DAQデバイスにアナログとデジタルの両方の信号を転送
できるので、アナログモジュールにアナログ DAQデバイスを接続する必
要があります。 

以下の項では各デジタル SCXIモジュールについて説明し、各モジュール
上のジャンパを設定する手順について順を追って説明します。構成するモ

ジュールに関する項を選択してください。各ジャンパの位置を確認し、

ジャンパの位置の説明をお読みください。適切なジャンパを変更し、アプ

リケーションに合わせてモジュールを構成します。
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通信モード
この項ではシリアルおよびパラレルの通信モードについて説明します。

シリアルモード
デジタル SCXIモジュールはすべて、シリアルモードで使用できます。そ
の場合、デジタルラインを 5本まで使用して、データをシリアルに DAQ
デバイスに転送したり、DAQデバイスから転送したりします。アナログ
DAQデバイスまたはデジタル DAQデバイスのどちらもシリアルモード
で動作しますが、アナログデバイスはシリアルモードでのみ動作します。

また、DAQデバイスのいずれかを使用して多くのモジュールを制御する
場合は、全部のデジタルモジュールをシリアルモードに構成する必要があ

ります。ソフトウェア構成ユーティリティでは、デジタルモジュールに対

して多重化操作モードの選択を使用してシリアルモードを指定します。

パラレルモード
SCXI-1162、SCXI-1162HV、SCXI-1163、および SCXI-1163Rモジュール
はパラレルモードで動作できます。その場合、24本または 32本のパラ
レルラインを使用してデータをデジタル DAQデバイスに転送したり、
DAQデバイスから転送したりします。デジタル DAQデバイスにはパラ
レルモードに構成されているモジュールを直接接続する必要があります。

パラレルモードでは、1台のデジタル DAQデバイスに 1つのモジュール
のみ使用できます。シャーシ内の他のモジュールは、パラレルモードとシ

リアルモードのいずれの場合も、他の DAQデバイスに接続する必要があ
ります。このルールについての唯一の例外は DIO-96/PnPであり、これ
はパラレルモードで 2つのデジタルモジュールを動作したり、一方のモ
ジュールをパラレルモードで、もう一方をシリアルモードで動作したりで

きます。DIO-96/PnPに接続されている NB5ケーブルの後半のピン
（51～ 100）にデジタルモジュールを接続する場合は、Configuration
ウィンドウで Parallelモードまたは Secondary操作モードのいずれか
を選択する必要があります。MIO-16Dデバイス以外のアナログ DAQデ
バイスは、パラレルモードのデジタルモジュールとは動作しません。

メモ MIO-16Dでは、ケーブルは 100ピンのオス I/Oコネクタから 2つの 50ピンの
メスコネクタに分岐します。一方の 50ピンコネクタはMIO-16の I/Oコネクタ
と同等で、もう一方の 50ピンコネクタは DIO-24の I/Oコネクタと同等です。

デジタルモジュールをシリアルモードで使用する場合は、1つのモジュー
ルをMIO-16に接続する NB5ケーブルの半分のピンに接続し、MIO-16D
をアナログデバイスとして使用します。
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SCXI-1162または SCXI-1163でパラレルモードを使用する場合は、SCXI
モジュールを PC-DIO-24に接続するケーブルの半分のピンに接続し、
MIO-16Dをデジタルデバイスとして使用します。DIO-24に接続する
ケーブルの半分のピンを使用する場合は、Measurement & 
Automationエクスプローラで Parallel（Secondary）操作モードを選
択する必要があります。

SCXI-1160モジュール
このモジュールは 16の絶縁型 SPDTリレーを制御します。モジュールに
は 3つのユーザ構成可能なジャンパがあり、モジュールに接続されてい
る DAQデバイスのタイプを構成します。他のジャンパは、工場でのデ
フォルト設定位置のままにしてください。

出荷の際、SCXI-1160モジュールは DIOデバイスとともに使用するよう
に構成されています。

メモ SCXI-1160モジュールを DAQデバイスに直接接続しない場合は、ジャンパの設
定を変更する必要はありません。

SCXI-1160を DAQデバイスに直接接続する場合は、このモジュールをア
ナログデバイスに接続するのか DIOデバイスに接続するのかによって、
ジャンパW2、W3、およびW4を表 3-28のように設定します。

表 3-28 SCXI-1160のデバイスタイプによる設定 

ジャンパ 説明 設定

DIO：SCXI-1160を DIOデバイ
スに接続する場合は、この設定
を使用します（工場でのデフォ
ルト設定位置）。

MIO：SCXI-1160を AIまたは
MIOデバイス、または
Lab/1200デバイスに接続する
場合は、この設定を使用しま
す。
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SCXI-1161モジュール
SCXI-1161モジュールは 8つの SPDTリレーを制御します。モジュールに
は 3つのユーザ構成可能なジャンパがあり、このモジュールに接続され
ている DAQデバイスのタイプを構成します。他のジャンパは、工場での
デフォルト設定位置のままにしてください。

出荷の際、SCXI-1161モジュールは DIOデバイスとともに使用するよう
に構成されています。

メモ SCXI-1161モジュールを DAQデバイスに直接接続しない場合は、ジャンパの設
定を変更する必要はありません。

SCXI-1161を DAQデバイスに直接接続する場合は、このモジュールをア
ナログデバイスに接続するのか DIOデバイスに接続するのかによって、
ジャンパW3、W4、W5を表 3-29のように設定します。

SCXI-1162モジュール
このモジュールには 32の光絶縁型デジタル入力チャネルがあります。主
な特徴として、450 Vrmsの絶縁、1,900 Vrmsの破壊、TTLとCMOSの互
換性、およびデジタル DAQデバイスへの高速パラレルデータ転送があり
ます。モジュールには 4つのユーザ構成可能なジャンパがあり、操作モー
ドとモジュールに接続されている DAQデバイスのタイプを構成します。
他のジャンパは、工場でのデフォルト設定位置のままにしてください。

出荷の際、SCXI-1162モジュールは、DIOデバイスとともにシリアル
モードで使用するように設定されています。

表 3-29 SCXI-1161のデバイスタイプによる設定

ジャンパ 説明 設定

DIO：SCXI-1161を DIOデバ
イスに接続する場合は、この
設定を使用します（工場での
デフォルト設定位置）。

MIO：SCXI-1160を AIまたは
MIOデバイス、または
Lab /1200デバイスに接続す
る場合は、この設定を使用し
ます。
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メモ モジュールをアナログ DAQデバイスに直接接続したり、モジュールをパラレル
モードで使用したりする場合のみ、ジャンパを調節する必要があります。前述

の条件のいずれかに該当する場合は、この項の残りの部分をお読みください。

SCXI-1162モジュールを設定する手順は以下のとおりです。

1. パラレルモードまたはシリアルモードを選択します。

ジャンパW2を使用して、モジュールがデジタル DAQデバイス（ま
たは、MIO-16Dデバイスの DIO-24コネクタ）にデータをパラレル
に転送するか、デジタルまたはアナログ DAQデバイスのいずれかに
シリアルに転送するかを選択します。詳細については、表 3-30を参
照してください。パラレルモードを使用する場合は、ジャンパW1
を使用してパラレルライン数も設定する必要があります。

2. 24または 32のライン数を選択します。

ジャンパW2をパラレルモードに設定する場合は、ジャンパW1を
使用してモジュールがデバイスに 24または 32本のパラレルライン
のどちらのデータを転送するかを選択します。DIO-24、または
MIO-16Dのデジタルコネクタ（ピン 51～ 100）を使用している場合
は、24のライン数を選択する必要があります。DIO-32または
DIO-96/PnPを使用している場合は、32のライン数を選択します。
アナログ DAQデバイスを使用している場合は、ジャンパW2をシリ
アル位置に設定します。これによって、W1の位置は無効になりま
す。詳細については、表 3-31を参照してください。

表 3-30 SCXI-1162の通信モードの設定

ジャンパ 説明 設定

SER：背面のコネクタをシリアル通信
に構成する場合は、この設定を使用し
ます（工場のデフォルト設定位置）。

PAR：背面のコネクタをパラレル通信
に構成する場合は、この設定を使用し
ます。
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3. アナログまたはデジタルのデバイスのタイプを選択します。

このモジュールをDAQデバイスに直接接続する場合は、モジュール
を接続するデバイスのタイプをジャンパW3、W4、W6で指定しま
す。このモジュールをDIO-24、DIO-32、またはDIO-96/PnPデバイ
スに接続する場合は、ジャンパW3、W4、W6をDIOの位置に設定し
ます。このモジュールを AIまたはMIOデバイス、または Lab/1200
デバイスに接続する場合は、これらのジャンパをMIOの位置に設定し
ます。SCXI-1162をパラレルモードで使用する場合は、ジャンパW6
を PARの位置に設定します。モジュールをDAQデバイスに直接接続
しない場合、W3、W4、W6の位置は無効になります。

表 3-31 SCXI-1162のパラレルラインのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

24：W2が PAR（工場でのデフォルト設定位置）
に設定されている場合に背面コネクタの 24本の
データラインのみを駆動するには、この設定を
使用します。

32：W2が PARに設定されている場合に 32本
の背面コネクタのデータラインすべてを駆動す
るには、この設定を使用します。
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表 3-32に、SCXI-1162のデバイスタイプによるジャンパ設定を示します。

SCXI-1162HVモジュール
SCXI-1162HVモジュールは、光絶縁型で広範囲の 32の ACまたは DC
デジタル入力から構成されています。SCXI-1162HVは、ACまたは DC
電圧の存在を検出するために使用するモジュールです。

SCXI-1162HVモジュールの構成には、W2～W7の 6つのユーザ構成可
能なジャンパを使用します（ジャンパW1は予約されているジャンパな
ので、接続しないで残してください）。

メモ SCXIbusを通じて SCXI-1162HVを制御する場合で、SCXI-1162HVの背面のコ
ネクタに DAQデバイスを直接接続しない場合、これらのジャンパの位置は無効
です。

ジャンパW3は、Pの位置に設定すると、2.2 kΩのプルアップ抵抗器が
SERDATOUTラインに接続されます。オープンコレクタドライバは、信号
ラインをローに駆動したりハイインピーダンス状態に移行したりします。

ハイインピーダンス状態では、プルアップ抵抗器によって、信号ラインが

ハイになります。SERDATOUTラインに接続されているプルアップ抵抗器
が多すぎると、ドライバはラインをローに駆動できません。これを防ぐに

は、ジャンパW3をマルチシャーシシステムの DAQデバイスに接続さ
れているCXI-1162HVモジュールのいずれかで位置 Pに設定します。
DAQデバイスに配線されている SCXI-1162HVのどのモジュールがプル
アップ接続されているかは問題になりません。

表 3-32 SCXI-1162のデバイスタイプによるジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

MIO：背面のコネクタをシ
リアルモードの AIまたは
MIOデバイス、または
Lab/1200デバイスに構成
するには、この設定を使用
します（工場でのデフォル
ト設定位置）。

DIO：背面のコネクタをシ
リアルモードの DIOデバイ
スに構成するには、この設
定を使用します。
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ユーザ構成可能なジャンパの設定について、表 3-33に示します。

表 3-33 SCXI-1162HVのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

24：W2が PARに設定されており、DIO-24または
MIO-16Dデバイスを使用している場合に 24本のライン
のみを駆動するには、この設定を使用します（工場での
デフォルト設定位置）。

32：W2が PARに設定されており、DIO-32または
DIO-96/PnPデバイスを使用している場合に 32本の背
面コネクタのデータラインすべてを駆動するには、この
設定を使用します。

S：背面のコネクタをシリアル通信に構成する場合は、
この設定を使用します（工場でのデフォルト設定位置）。

P：背面のコネクタをパラレル通信に構成する場合は、
この設定を使用します。DIOデバイスにのみ使用してく
ださい。

DIO：背面コネクタを DIOデバイスに構成する場合は、
この設定を使用します（工場でのデフォルト設定位置）。

MIO：背面コネクタをMIOデバイスに構成する場合
は、この設定を使用します。AIまたはMIOデバイス、
または Lab/1200デバイスを含みます。

DIO：背面コネクタを DIOデバイスに構成する場合は、
この設定を使用します（工場でのデフォルト設定位置）。

MIO：背面コネクタをMIOデバイスに構成する場合
は、この設定を使用します。AIまたはMIOデバイス、
または Lab/1200デバイスを含みます。
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SCXI-1163モジュール
このモジュールは、32チャネルの光絶縁型デジタル出力モジュールです。
このモジュールには、TTLおよび CMOSとの互換性、450 Vrmsの絶縁、

1,900 Vrmsの破壊、およびデジタル DAQデバイスからの高速パラレル
データ転送の機能があります。モジュールには 5つのユーザ構成可能な
ジャンパがあり、操作モードとモジュールに接続されている DAQデバイ
スのタイプを構成します。他のジャンパは、工場でのデフォルト設定位置

のままにしてください。

出荷の際、SCXI-1163モジュールは、DIOデバイスとともにシリアル
モードで使用するように設定されています。

プルアップ：シングルシャーシシステムまたはマルチ
シャーシシステムの最初のシャーシにこの位置を使用し
ます（工場でのデフォルト設定位置）。プルアップ抵抗
器を SERDATOUTライン（工場でのデフォルト設定位
置）に接続します。

プルアップなし：この設定は、マルチシャーシシステム
でプルアップ接続されたシャーシ以外のシャーシに使用
します。SERDATOUTラインにはプルアップ抵抗器を接
続しません。

DIO：SERDATOUTを DIOデバイスに構成するには、こ
の設定を使用します（工場でのデフォルト設定位置）。

MIO：SERDATOUTをMIOデバイスに構成するには、
この設定を使用します。AIまたはMIOデバイス、また
は Lab/1200デバイスを含みます。

PAR：SERDATOUTラインの接続を外すには、この設定
を使用します。パラレルモードに使用します。

表 3-33 SCXI-1162HVのジャンパ設定（続き）

ジャンパ 説明 設定
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メモ モジュールをアナログ DAQデバイスに直接接続したり、モジュールをパラレル
モードで使用したりする場合のみ、このモジュールのジャンパを調節する必要

があります。前述の条件のいずれかに該当する場合は、この項の残りの部分を

お読みください。

SCXI-1163モジュールを設定する手順は以下のとおりです。

1. アナログまたはデジタルのデバイスのタイプを選択します。

モジュールを DIOデバイスに接続する場合は、表 3-34に示すように
ジャンパW2およびW3を DIOの位置に設定します。このモジュー
ルをアナログデバイスに接続する場合は、W2とW3をMIOの位置
に設定します。モジュールを DAQデバイスに直接配線しない場合、
W2とW3の位置は無効になります。

表 3-34に、SCXI-1163のデバイスタイプによるジャンパ設定を示し
ます。

2. シリアルモードまたはパラレルモードを選択します。

このモジュールをパラレルモードで使用する場合は、ジャンパW6
を Pの位置に、ジャンパW5を PARの位置に設定します。シリアル
モードの場合は、W6を Sの位置に設定し、モジュールが接続されて
いる DAQデバイスのタイプによってジャンパW5をMIOまたは
DIOの位置に設定します。モジュールをパラレルモードで使用する場
合は、デジタル DAQデバイスまたはMIO-16Dの DIO-24コネクタ
に直接接続する必要があります。

表 3-34 SCXI-1163のデバイスタイプによるジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

DIO：背面のコネクタをシリアルモードで
DIOデバイスに構成するには、この設定を
使用します（工場でのデフォルト設定位
置）。

MIO：背面コネクタを AIまたはMIO、また
は Lab/1200デバイスに構成するには、こ
の設定を使用します。 
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表 3-35に、SCXI-1163のモードのジャンパ設定を示します。

表 3-35 SCXI-1163のモードのジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

S：モ ジュールをシリアルモードで構成するには、
この設定を使用します（工場でのデフォルト設定
位置）。

P：背面のコネクタをパラレルモードの DIOデバ
イスに構成するには、この設定を使用します。

DIO：モジュールをシリアルモードに構成するに
は、この設定を使用します（工場でのデフォルト
設定位置）。

PAR：背面のコネクタをパラレルモードの DIOデ
バイスに構成するには、この設定を使用します。

MIO：背面コネクタをMIOデバイスに構成する
場合は、この設定を使用します。
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SCXI-1163Rモジュール
SCXI-1163Rは、32の光絶縁型半導体リレーで構成されている SCXIモ
ジュールです。SCXI-1163Rモジュールは、最大 240 Vrmsか、または

VDCと 200 mAまで負荷を切り替えることができます。

SCXI-1163RはMIOおよび AIデバイス、Lab/1200デバイス、および
DIOデバイスとともにシリアルモードで動作します。複数の SCXI-1163R
モジュールを、1台の DAQデバイスを持つシングルシャーシでシリアル
モードで制御できます。DIO-24とともにパラレルモードで 24の半導体
リレーを制御するか、または、DIO-32または DIO-96/PnPとともにパラ
レルモードで 32の半導体リレーをすべて制御できます。

メモ SCXI-1163RをMIOおよび AIデバイスに直接接続する場合、または
SCXI-1163Rをパラレルモードで使用する場合のみ、ジャンパ設定を工場でのデ
フォルト設定から変更してください。
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表 3-36および表 3-37に、SCXI-1163Rのジャンパ設定を示します。

表 3-36 SCXI-1163Rデバイスタイプによるジャンパ設定

ジャンパ 説明

DIOデバイスの
設定

MIOデバイスの
設定

背面コネクタを構成しま
す。工場でのデフォルト
設定位置は DIOデバイス
対応です。

背面コネクタを構成しま
す。工場でのデフォルト
設定位置は DIOデバイス
対応です。

DIOまたはMIOデバイス
対応の SERDATOUTライ
ンを構成します。工場で
のデフォルト設定位置は

DIOデバイス対応です。

PAR：SERDATOUTライ
ンの接続を外し、パラレ
ルモード対応にするには、
この設定を使用します。
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ジャンパW4は、Aの位置に設定すると、2.2 kΩのプルアップ抵抗器が
SERDATOUTラインに接続されます。オープンコレクタドライバによって
SERDATOUTラインを駆動します。オープンコレクタドライバは、信号ラ
インを上げるプルアップ抵抗器に従って、アクティブにローに駆動したり

ハイインピーダンス状態に移行したりします。SERDATOUTラインに接続
されているプルアップ抵抗器が多すぎると、ドライバはラインをローに駆

動できません。これを防ぐには、ジャンパW4をマルチシャーシシステ
ムの DAQデバイスに接続されている SCXI-1163Rモジュールのいずれか
で位置 Aに設定します。DAQデバイスに配線されている SCXI-1163Rの
どれがプルアップ接続されているかは問題になりません。

表 3-37 SCXI-1163Rのシャーシとモードによるジャンパ設定

ジャンパ 説明 設定

A：シングルシャーシシステムの場合は、こ
の設定を使用します（工場でのデフォルト設
定位置）。

B：マルチシャーシシステムの追加シャーシの
場合は、この設定を使用します。

S：通信モードをシリアルに設定します（工場
でのデフォルト設定位置）。

P：通信モードをパラレルに設定します。
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SCXI-1200モジュール
SCXI-1200は他の SCXIモジュールからの調節後のアナログ信号の操作を
制御したり、デジタル化したりします。SCXI-1200には 8つの SEのアナ
ログ入力チャネルまたは 4つの DIFF入力チャネルがあり、12ビットの逐
次比較型 ADC、電圧出力を伴う 2つの 12ビット DAC、TTL互換のある
デジタル I/Oの 24本のライン、およびタイミング I/Oの 16ビットのカ
ウンタ /タイマチャネルとして構成できます。

SCXI-1200モジュールを 2つの構成で使用できます。

• コンピュータのパラレルポートに SCXI-1200モジュールを直接接続
する。

• RS-232または RS-485のシリアルポートに接続するため、SCXI-2000
または SCXI-2400のパラレルコネクタに SCXI-1200を接続する。

SCXI-1200は IEEE 1284パラレルポート規格でコンパイルされます。
IEEEプロトコルは、元のCentronicsやプリンタ対応の単方向ポート、
PS/2タイプの双方向ポート、および 386-SLの EPP（拡張パラレルポー
ト）の 3つのパラレルポートのタイプをサポートしています。

パラレルポートのインタフェース
コンピュータに SCXI-1200を直接接続する場合は、特にこの項をお読み
ください。

IBM互換コンピュータでは、パラレルプリンタポートを 3つまでサポー
トできます。これらのポートは LPT1、LPT2、LPT3と命名されます。各
ポートは連続する 3つの I/Oアドレスを使用します。システムの電源を
投入すると、DOSはプリンタポートに論理 LPT名を LPT1、LPT2、LPT3
の順序で割り当てます。パラレルプリンタポートの開始アドレスは、LPT
名が割り当てられる順に、16進数の 3BC、378、および 278となりま
す。したがって、3つのポートすべてをインストールすると、3BCが
LPT1、378が LPT2、278が LPT3となります。ポート 3BCをインストー
ルしていないと、ポート 378が LPT1になり、ポート 278が LPT2になり
ます。パラレルポートが 1つのみの場合は、LPT1になります。

SCXI-1200は、パラレルポートハードウェア割り込みを使用して割り込
み駆動式データ集録を実行できます。通常、割り込みレベル 7および 5
はパラレルポートに使用されます。割り込み選択についての詳細は、使用

するパラレルポートのリファレンスマニュアルを参照してください。

SCXI-1200を使用する場合は、使用されるポートと割り込みチャネルを
知っておく必要があります。ただし、SCXI-1200とともに NI-DAQソフ
トウェアを使用する場合は、構成時にポートと割り込みを選択する必要が

あります。



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

© National Instruments Corporation 3-51 SCXI入門

SCXI-1200を SCXI-2000シャーシで使用したり、または RS-232/RS-485
通信を装備した SCXI-2400モジュールとともに使用する場合は、パラレ
ルポートのアドレスや割り込みについて考慮する必要はありません。

モジュールの構成
SCXI-1200はソフトウェアでキャリブレートされ、ソフトウェアで構成
可能です。SCXI-1200には、SCXIbusガードの接地方法を選択する予約
済みのジャンパが 1つあります。

アナログ I/O構成
出荷の際、SCXI-1200は次のように構成されています。

• RSE入力モード

• ±5 Vのアナログ入力範囲（バイポーラ）

• ±5 Vのアナログ出力範囲（バイポーラ）

SCXI-1200に使用できる全部のアナログ I/O構成と工場での設定につい
て、表 3-38に示します。

アナログ入力回路とアナログ出力回路はどちらもソフトウェアによる構成

が可能です。

表 3-38 SCXI-1200のアナログ I/O設定

パラメータ 構成

アナログ出力 CH0極性 バイポーラ：±5 V（工場での設定）
ユニポーラ：0～ 10 V

アナログ出力 CH1極性 バイポーラ：±5 V（工場での設定）
ユニポーラ：0～ 10 V

アナログ入力範囲 バイポーラ：±5 V（工場での設定）
ユニポーラ：0～ 10 V

アナログ入力モード RSE（工場での設定）
NRSE
DIFF
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アナログ出力構成
SCXI-1200には、前面 I/Oコネクタで使用できる 2つのアナログ出力電
圧のチャネルがあります。ユニポーラまたはバイポーラ出力のどちらにつ

いても、各アナログ出力チャネルを構成できます。ユニポーラ構成範囲は

アナログ出力で 0～ 10 Vです。バイポーラ構成範囲はアナログ出力で -5 
V～ +5 Vです。さらに、各 DACのコーディング方法として 2の補数ま
たは 2進数のいずれかを選択できます。

DACにバイポーラ範囲を選択する場合は、2の補数によるコーディング
を推奨します。このモードでは、アナログ出力チャネルに書き込まれる

データ値は、16進数で F800～ 7FF（10進数で -2,048～ 2,047）の範囲
になります。DACにユニポーラ範囲を選択する場合は、2進数でのコー
ディングを推奨します。このモードでは、アナログ出力チャネルに書き込

まれるデータ値は、16進数で 0～ FFF（10進数では 0～ 4,095）の範囲
になります。

アナログ入力構成
SCXI-1200には、RSE、NRSE、および DIFFの 3つの入力モードがありま
す。シングルエンド入力構成には 8つのチャネルがあります。DIFF入力
構成には 4つのチャネルがあります。これらの構成については表 3-39で
説明します。

表 3-39 SCXI-1200のアナログ入力構成

構成 説明

RSE RSE構成では、アナロググランドに基準化される計
測増幅器の負の入力を伴う 8つのシングルエンド入
力を提供します（工場での設定）。

NRSE NRSE構成では、AISENSE/AIGNDに接続されてい
るがグランドには接続されていない計測増幅器の負
の入力を伴う 8つのシングルエンド入力を提供しま
す。

DIFF DIFF構成では、チャネル 0、2、4、または 6に接
続された計測増幅器の正の入力、チャネル 1、3、
5、または 7に接続された負の入力を伴う 4つの差
動入力をそれぞれ提供します。これによって、チャ
ネルの組み合わせ（0, 1）、（2, 3）、（4, 5）、または
（6, 7）を選択します。
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RSE入力（8つのチャネル、工場での設定）
RSE入力は全部の入力信号が通常の接地位置に基準化されていることを意
味し、その位置は SCXI-1200アナログ入力グランドにも接続されていま
す。計測増幅器の負の入力はアナロググランドに接続されています。

RSE構成は、浮動信号源の測定に役立ちます。この入力構成で、
SCXI-1200は 8つの異なるアナログ入力チャネルをモニタできます。

RSE構成を使用するかどうかについては、『SCXI-1200 User Manual』の
説明を参照してください。このモードでは、信号のリターンパスは、

AISENSE/AIGNDピンを通るコネクタにあるアナロググランドであるこ
とに注意してください。

NRSE入力（8つのチャネル）
NRSE入力は、全部の入力信号が同じ同相電圧に基準化されていることを
意味しており、この電圧は SCXI-1200アナロググランドから浮動します。
次にこの同相電圧は入力計測増幅器によって減算されます。NRSE構成
は、グランド信号源の測定に役立ちます。

NRSE構成を使用するかどうかについては、『SCXI-1200 User Manual』
の説明を参照してください。このモードでは、信号のリターンパスは、

AISENSE/AIGNDピンを通るコネクタにある増幅器の負のターミナルを
通ることに注意してください。

メモ 同じシャーシ内のアナログ入力モジュールによって提供される条件付き信号を

測定するには、SCXI-1200を NRSE入力モードで構成する必要があります。

DIFF入力（4つのチャネル）
DIFF入力は、各入力信号に独自の基準があり、各信号間の差とその基準
が測定されることを意味します。信号とその基準は、入力チャネルごとに

割り当てられます。この入力構成で、SCXI-1200は 4つの差動アナログ
入力信号を監視できます。

DIFF構成の使用の考察については、『SCXI-1200 User Manual』の説明を
参照してください信号のリターンパスは、増幅器の負の端子と、チャネル

1、3、5、または 7を通る（選択したチャネルのペアによって異なりま
す）ことに注意してください。

アナログ入力の極性と範囲の構成
ユニポーラ範囲（0～ 10 V）またはバイポーラ範囲（-5～ +5 V）のいず
れかに SCXI-1200上のアナログ入力を選択できます。範囲とコーディン
グ方法はどちらもソフトウェアによって選択可能です。さらに、アナログ

入力のコーディング方法として 2の補数または 2進数のいずれかを選択
できます。バイポーラ範囲を選択する場合は、2の補数によるコーディン
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グを推奨します。このモードでは、-5 V入力が 16進数の F800（10進数
で -2,048）に対応し、+5 Vが 16進数の 7FF（10進数で 2,047）に対応
します。ユニポーラモードを選択する場合は、2進数でのコーディングを
推奨します。このモードでは、0 V入力が 16進数の 0に対応し、+10 V
が 16進数の FFF（10進数で 4,095）に対応します。

異なる構成のジャンパ設定について、表 3-40に示します。

表 3-40 SCXI-1200のジャンパ設定 

ジャンパ 説明 設定

AB：SCXIアナログバスガードは SCXI-1200
アナロググランドに接続されません。

SCXI-1200をスタンドアロンモードで使用
する場合に、この設定を使用します（工場
でのデフォルト設定位置）。

BC：SCXIアナログバスガードは
SCXI-1200アナロググランドに接続されま
す。SCXI-1200を同じシャーシ内で別のア
ナログ入力モジュールと接続して使用する
場合に、この設定を使用します。 



第 3章 SCXIハードウェアとソフトウェアを構成する

© National Instruments Corporation 3-55 SCXI入門

図 3-4に SCXI-1200の前面コネクタピンの割り当てを示します。

図 3-4 SCXI-1200前面コネクタピンの割り当て
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SCXI-1180フィードスルーパネル
SCXI-1180フィードスルーパネルを SCXIケーブルアセンブリと一緒に使
用して、SCXI-1180の前面コネクタからの信号を SCXIケーブルアセンブ
リ上の 50ピン I/Oコネクタにルーティングできます。SCXI-1180では
SCXIシャーシに合わせる必要のない信号を統合して、シャーシで使用さ
れていないチャネルを使用できます。これは、DAQデバイスのアナログ
出力チャネルを使用する必要がある場合や、調節前の信号を未使用のアナ

ログ入力チャネルに接続する必要がある場合に役立ちます。

たとえば、SCXI-1100は DAQデバイスのチャネル 0とチャネル 1の 2
つのアナログ入力チャネルのみを駆動します。SCXI-1100モジュールを
DAQデバイスに接続すると、チャネル 2～ 7が調節前の信号として使用
可能な状態で残ります。常に、DAQデバイスに接続されている SCXIモ
ジュールのすぐ右の SCXIシャーシスロットに SCXI-1180パネルをイン
ストールし、ケーブルアセンブリを簡単に接続できるようにしてくださ

い。SCXI-1180の他の使用方法については、『SCXI-1180/1181 User 
Manual』を参照してください。

SCXI-1181ブレッドボードモジュール
SCXI-1181モジュールには、SCXIシステムにカスタム回路を統合するた
めのブレッドボード領域があります。詳細については、

『SCXI-1180/1181 User Manual』を参照してください。

SCXI-2400のシリアル通信モジュール
SCXI-2400シリアル通信モジュールは RS-232および RS-485シリアル通
信を SCXI-1000、SCXI-1000DC、SCXI-1001シャーシなどの SCXI
シャーシに追加します。また、SCXI-2400モジュールをコンピュータの
RS-232シリアル COMポートに直接接続したり、SCXI-2400モジュール
を長距離のマルチドロップ構成対応の RS-485ネットワークに接続したり
できます。

SCXIシャーシにアナログ入力モジュールのいずれかが含まれている場合
は、調節後のアナログ信号をデジタル化する SCXI-1200 DAQモジュール
がシャーシに含まれている必要があります。SCXI-1200の背面のパラレ
ルコネクタ上で使用できるデジタル化されたデータは、SCXI-2400モ
ジュールとともに提供される短いパラレルポートケーブルを使用して

SCXI-2400とやり取りされます。そのため、SCXI-1200モジュールを
SCXI-2400モジュールの隣りのスロットにインストールする必要があり
ます。
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また、SCXI-2400には、パラレルポートコネクタと RS-485接続を提供す
るコネクタアダプタアセンブリが含まれています。SCXI-2400モジュー
ルを SCXIシャーシにインストールしたら、このコネクタアダプタを
SCXIシャーシの裏の開口部を通じて SCXI-2400の背面に接続します。
コネクタアダプタをネジで留めて、ケーブルを固定します。

ボーレートとアドレスの構成
SCXI-2400のフロントパネル上には、RS-485コネクタと一緒に使用する
場合のシリアル通信のボーレートとアドレスを選択する DIPスイッチが
あります。

SCXI-2400はボーレート 9600 bpsとシャーシアドレス 1のデフォルト設
定で出荷されています。これらのスイッチ設定を図 3-5に示します。初期
構成時は、DIPスイッチはこの設定値のままにしてください。コンピュー
タとの通信が確立すると、ボーレートを上げたり（57.6kbpsまで）、マ
ルチシャーシで RS-485コネクタを使用する場合にアドレスを変更したり
することができます。ボーレートとアドレスの変更については、

『SCXI-2400 User Manual』を参照してください。

図 3-5 SCXI-2400モジュールのスイッチのデフォルト設定
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SCXIシャーシ
この項では、シリアル通信を装備した SCXI-2000シャーシと、
SCXI-1000、SCXI-1000DC、および SCXI-1001シャーシについて説明し
ます。

シリアル通信を装備した SCXI-2000シャーシ
SCXI-2000は、組込型 RS-232および RS-485のシリアル通信を装備した 4
スロットのシャーシです。コンピュータの RS-232シリアルCOMポート
に SCXI-2000シャーシを直接接続したり、SCXI-2000シャーシを長距離の
マルチドロップ構成対応の RS-485ネットワークに接続したりできます。

SCXIシャーシにアナログ入力モジュールのいずれかが含まれている場合
は、調節後のアナログ信号をデジタル化する SCXI-1200 DAQモジュール
が SCXI-2000に含まれている必要があります。デジタル化されたデータ
は、SCXI-2000モジュールとともに提供される 7 in.（18 cm）の IEEE 
1284パラレルポートケーブルを使用して、SCXI-2000に送信されます。
そのため、シャーシのスロット 1に SCXI-1200モジュールをインストー
ルしてください。

ボーレートとアドレスの構成
SCXI-2000の前面パネルに DIPスイッチがあります。シリアル通信の
ボーレートとアドレス（RS-485コネクタで使用する場合）を選択します。

SCXI-2000はボーレート 9600 bpsとシャーシアドレス 1のデフォルト設
定で出荷されています。初期構成時は、DIPスイッチをこれらの設定のま
まにしてください。コンピュータとの通信が確立すると、ボーレートを上

げたり（57.6kbpsまで）、マルチシャーシで RS-485ネットワークを使用
する場合にアドレスを変更したりすることができます。ボーレートとアド

レスの変更についての詳細は、ご使用の SCXIシャーシのユーザマニュア
ルを参照してください。

SCXI-1000、SCXI-1000DC、および SCXI-1001シャーシ
SCXI-100Xシャーシには、4または 12の SCXIモジュールが格納されま
す。必要な構成は、1台の DAQデバイスに 2つ以上のシャーシを接続す
る場合の、SCXI-100Xシャーシのシャーシアドレスの設定だけです。マ
ルチシャーシシステムを 1台の DAQデバイスとともに構成する場合は、
シャーシアドレスの変更方法の手順についてご使用の SCXIシャーシの
ユーザマニュアルを参照してください。
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ソフトウェアを構成して、SCXI製品で使用する
ソフトウェアはインストールしてからでなければ構成できません。インス

トール手順については、第 2章「SCXIモジュールのインストールと
SCXIシステムと DAQデバイスの接続」の「ソフトウェアをインストー
ルする」を参照してください。 

ソフトウェアのインストール後、次の手順を実行します。 

1. DAQデバイスのジャンパ設定を確認します。

2. DAQデバイスを確認します。

3. SCXIシステムを構成します。

ソフトウェアの構成の手順については、Measurement & Automation
エクスプローラのオンラインヘルプを参照してください。

 プログラム例
ナショナルインスツルメンツの全部のアプリケーションソフトウェアパッ

ケージ、および DAQデバイスに付属の NI-DAQソフトウェアに含まれ
ているプログラム例を実行することによって、SCXIシステムについてよ
り詳しく学習できます。各プログラム例の最初にある注意を読み、SCXI
システムを正しく構成してください。各関数呼び出しによる動作について

の詳細は、NI-DAQソフトウェアのマニュアルを参照してください。
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4
アクセサリとトランスデューサ
の接続と使用

この章では、SCXIターミナルブロックおよびコネクタ &シェルアセンブ
リの使用方法と、一般的に使用される 3つのトランスデューサ、つまり
熱電対、ひずみゲージ、および測温抵抗体（RTD）を SCXIシステムに接
続する方法について説明します。

SCXIシステムに信号ワイヤを接続する
SCXIシステムに信号を接続する方法には、SCXIターミナルブロックを使
用する方法と TBXターミナルブロックを使用する方法の 2つがあります。
フロントパネルコネクタは、SCXIモジュールのタイプによってピン出力
が異なるため、特定のモジュールで使用可能な特定のターミナルブロック

およびコネクタ &シェルアセンブリがあります。表 4-1に示すように、
複数のモジュールとともに使用できるターミナルブロックもあります。

表 4-1 SCXIモジュールとコネクタの互換性

モジュール

ターミナル /
コネクタ

機能

冷接点センサ 等温 その他

SCXI-1100
SCXI-1102/B/C

SCXI-1300
SCXI-1303
TBX-1303

SCXI-1308
SCXI-1310

あり

あり

あり

なし

なし

なし

あり

あり

なし

なし

—
信号基準および断
線した熱電対の検
出
電流入力
低価格のコネクタ

&シェル

SCXI-1104/C SCXI-1300、
TBX-96

あり

なし

あり

なし

—
—



第 4章 アクセサリとトランスデューサの接続と使用

SCXI入門 4-2 ni.com/jp

SCXI-1120/D
SCXI-1125

SCXI-1320

SCXI-1327

SCXI-1328
TBX-1328

SCXI-1330

SCXI-1338

あり

あり

あり

あり

なし

なし

なし

なし

あり

あり

なし

なし

250 Vrmsへの

100:1電圧減衰

—
—

低価格のコネクタ

&シェル
電流入力

SCXI-1121 SCXI-1320
SCXI-1321

SCXI-1330

あり

あり

なし

なし

なし

なし

—
ひずみゲージのオ
フセットゼロ調と
分路キャリブレー
ション

低価格のコネクタ

&シェル
電流入力

SCXI-1122 SCXI-1322 あり なし —

SCXI-1124 SCXI-1325
TBX-1325

なし なし —

SCXI-1126 SCXI-1305
SCXI-1320
SCXI-1327

SCXI-1330

SCXI-1338
TBX-1329

なし

なし

あり

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

AC/DCカプリン
グ

—
250 Vrmsへの

100:1電圧減衰
低価格のコネクタ

&シェル
電流入力

AC/DCカプリン
グ

表 4-1 SCXIモジュールとコネクタの互換性（続き）

モジュール

ターミナル /
コネクタ

機能

冷接点センサ 等温 その他
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SCXI-1140

SCXI-1141
SCXI-1142
SCXI-1143

SCXI-1301

SCXI-1304
SCXI-1305
SCXI-1310

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

SCXI-1140専用
AC/DCカプリング
AC/DCカプリング
低価格のコネクタ

&シェル

SCXI-1160 SCXI-1324 なし なし —

SCXI-1161 — なし なし —

SCXI-1162
SCXI-1162HV
SCXI-1163
SCXI-1163R

SCXI-1326
TBX-1326

なし

なし

なし

なし

—
—
—
—

SCXI-1180 SCXI-1302 なし なし —

SCXI-1181 SCXI-1301
SCXI-1310
SCXI-13301

なし

なし

なし

なし

なし

なし

—
—
—

SCXI-12002 SCXI-1302 なし なし —

SCXI-1520 SCXI-1314 あり なし クォータブリッジ
完結、分路キャリ
ブレーション抵抗
器

SCXI-1530
SCXI-1531

— なし なし —

SCXI-1540 SCXI-1315 なし なし —

全部のモジュー
ル

TBX-24F3 なし なし —

1 SCXI-1330コネクタには、高電圧モジュールで使用するためのキーが付いています。SCXI-1181
とともに SCXI-1330を使用するには、あり溝から 2つのコーディングウエッジをスライドさせて
キーを取り除く必要があります。SCXI-1181は、42 Vrmsを超える危険な電圧で使用するためのも
のではありません。ナショナルインスツルメンツは、不適切な取り付けが原因で生じた損害また
は障害に関して責任を負いません。 
2 SCXI-1200に信号を接続するには、CB-50、CB-50LP、BNC-2081、または SC-2071も使用でき
ます。
3
 TBX-24Fは、DINレールに取り付ける汎用フィードスルーコネクタです。

表 4-1 SCXIモジュールとコネクタの互換性（続き）

モジュール

ターミナル /
コネクタ

機能

冷接点センサ 等温 その他
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SCXI-13XXターミナルブロック
SCXI-13XXターミナルブロックには、不注意による接続の緩みを防ぐひ
ずみ除去メカニズムに加えて、信号ワイヤを接続できる多数のラベル付き

ネジ留め端子があります。ターミナルブロックは、適切な SCXIモジュー
ルの前面に直接固定します。

TBXターミナルブロック
TBXターミナルブロックは、SCXIモジュールの前面にケーブル接続する
DINレール取り付けターミナルブロックです。図 4-1は、SCXIモジュー
ルにケーブル接続された TBXを示しています。表 4-2は、TBXターミナ
ルブロックと SCXIモジュールの対応を要約しています。TBXターミナル
ブロックは、独立したパネルにある DINレールに取り付けるように設計
されており、ネジ留め端子に簡単にアクセスできます。TBXターミナルブ
ロックは、SCXI-13XXターミナルブロックと同じ機能です。

図 4-1 SCXIモジュールにケーブル接続された TBXターミナルブロック
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冷接点補償用の搭載温度センサ
SCXI-1300、SCXI-1303、TBX-1303、SCXI-1320、SCXI-1321、
SCXI-1322、SCXI-1327、SCXI-1328、および TBX-1328ターミナルブ
ロックには、ターミナルブロック内部の周囲温度を測定する搭載温度セン

サがあります。熱電対を使用して温度を測定している場合は、冷接点補償

に使用できるオンボード温度センサから温度を取得できます。

搭載温度センサからの電圧出力は、SCXIモジュールからの他の信号とと
もに DAQデバイスのチャネル 0に多重化されます。NI-DAQで
SCXI_Single_Chan_Setup呼び出しを使用し、ソフトウェアで

Channel（-1）を指定するか、または LabVIEWチャネル文字列MTEMP
を使用して温度信号を読み取ってください。

SCXI-1300、SCXI-1320、または SCXI-1321からの電圧測定値を温度に変
換するには、値に 100を乗算して温度測定値を摂氏で表現してください。

SCXI-1303、TBX-1303、SCXI-1322、SCXI-1327、SCXI-1328、および
TBX-1328では、サーミスタを使用して温度を測定します。電圧測定値を
温度に変換するには、サーミスタ変換式を使用してください。LabVIEW
では、Convert Thermistor VIを使用してください。NI-DAQでは、
Thermistor_Convert関数呼び出しを使用してください。詳細について

は、『NI-DAQ User Manual for PC Compatibles』の「Transducer 
Conversion Functions」を参照してください。

表 4-2 SCXIモジュールと TBXターミナルブロックの互換性

SCXIモジュール TBXターミナルブロック ケーブルアセンブリ

SCXI-1100/1102 TBX-1303 SH96-96または R96-96

SCXI-1124 TBX-1325 SH48-48A

SCXI-1162/1162HV/1163/1163R TBX-1326 SH28-28B

SCXI-1120/1121/1125 TBX-1328 SH32-32A

他の全部の SCXIモジュール TBX-24F —
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SCXI-13XXターミナルブロックを開く
モジュールを開くのと同じ方法でターミナルブロックを開きます。

図 4-2はターミナルブロックの背面を示しています。

図 4-2 ターミナルブロックの接地ネジを取り外す

ターミナルブロックを開くには、図 4-3のように 2つのカバーネジを取り
外します。

図 4-3 ターミナルブロックのカバーを取り外す

カバープレートを元の場所に戻すには、ターミナルブロックの上部にカ

バーの位置を合わせ、2つのネジを元の場所に留めます。

コネクタ &シェルアセンブリ
コネクタ &シェルアセンブリはターミナルブロックに代わる低コストの
製品であり、永久構成のために、ネジ留め端子ではなくはんだピンがあり
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ます。コネクタ &シェルアセンブリにはひずみ除去メカニズムがなく、
アルミニウムではなくプラスチックで作られています。コネクタ &シェ
ルアセンブリには、SCXI-1310および SCXI-1330が含まれます。表 4-1
は、これらのコネクタのモジュール互換性を要約しています。

SCXIシステムにトランスデューサを接続する
ナショナルインスツルメンツのアプリケーションソフトウェアパッケージ

には、熱電対、ひずみゲージ、RTD（抵抗温度検知器）用のトランス
デューサ変換関数が用意されています。以下の項では、SCXIシステムに
これらのトランスデューサを接続する方法について説明します。

熱電対
熱電対は一般的に使用されるトランスデューサの一つです。SCXI-1100
または SCXI-1102を使用して、最大 32の熱電対信号を調節できます。絶
縁が必要な場合は、SCXI-1120、SCXI-1121、SCXI-1122、または
SCXI-1125を使用できます。

SCXI-1100とともに熱電対を使用する
熱電対が絶縁されているか、またはグランドされていない場合は、熱電対

によって浮動信号が生成されます。したがって、熱電対をグランドする必

要があります。以下の方法のいずれかで熱電対を接地しないと、正確な測

定値を得られないおそれがあります。

注意 グランドループからのノイズおよびエラーを避けるために、熱電対を複数のポ

イントに接地しないでください。

浮動熱電対をグランドする方法で最も便利なのは、SCXI-1303を使用す
ることです。SCXI-1303ターミナルブロックは、32の全部の入力チャネ
ルにグランド基準を提供します。ただし、SCXI-1300ターミナルブロッ
クを使用している場合は、全部の浮動熱電対の負リードを、入力チャネル

の負端子およびシャーシグランドに接続する必要があります。

また、ソースと SCXIシステムの間の接地電位差が SCXIモジュールの同
相電圧の範囲内であることを前提として、ソースに熱電対を接地できま

す。熱電対が既にグランドされている場合は、負入力をシャーシグランド

に接続しないでください。

メモ SCXI-1100にはジャンパW1があり、浮動信号源の測定時に、入力マルチプレ
クサの出力で 100 kΩ抵抗器をグランドに接続します。ただし、熱電対の使用
時に、ジャンパW1を接続するとノイズおよび整定時間遅延が発生するので、
ジャンパW1は工場出荷時の設定（未接続）のままにしてください。



第 4章 アクセサリとトランスデューサの接続と使用

SCXI入門 4-8 ni.com/jp

SCXI-1102とともに熱電対を使用する
浮動熱電対をグランドする方法で最も便利なのは、SCXI-1303または
TBX-1303を使用することです。SCXI-1303と TBX-1303は、32の全部の
入力チャネルにグランド基準を提供します。SCXI-1303または TBX-1303
を使用している場合は、付属の 10 MΩ抵抗ネットワークをターミナルブ
ロックに取り付けてください。この構成を使用すると、浮動またはグラン

ド基準熱電対のいずれかを SCXI-1102に接続できます。ただし、
SCXI-1300を使用している場合は、全部の浮動熱電対の負リードを、入
力チャネルの負端子およびシャーシグランドに接続する必要があります。

メモ シャーシグランドはひずみ除去バーでも利用可能です。1箇所でシャーシグラン
ドに接続されていることを確認してください。

SCXI-1120、SCXI-1121、SCXI-1122、および
SCXI-1125とともに熱電対を使用する
SCXI-1120、SCXI-1121、SCXI-1122、および SCXI-1125モジュールに
は、絶縁型アナログ入力があります。したがって、これらのモジュールは

浮動熱電対とグランド基準熱電対の両方に直接接続できます。シャーシグ

ランドに浮動熱電対を接地する必要はありません。熱電対の正負リード

を、ターミナルブロックの入力チャネルの正負端子に接続してください。

ノイズとフィルタ
熱電対は必ず電気ノイズを拾うため、ナショナルインスツルメンツは、実

際に必要なレートより高いレートで熱電対をサンプリングし、ノイズ変動

を抑えるためにそのデータを平均化することを推奨します。読み取りごと

に 30以上のサンプルを平均化してください。さらに、1電力サイクルに
わたって平均化すると、電力ラインノイズの除去に役立ちます。たとえ

ば、6 kHzのスキャンレートで読み取るたびに 100サンプルを平均化する
と、SCXIシステムで 60 Hzのノイズが除去されます。

ハードウェアフィルタはノイズを低減するもう 1つの方法です。
SCXI-1102、SCXI-1120、SCXI-1121、および SCXI-1125には、第 2章
「SCXIモジュールのインストールと SCXIシステムと DAQデバイスの接
続」の説明のように、適用可能な全部の入力チャネルにローパスノイズ

フィルタがあります。これらのフィルタは、一般的に熱電対アプリケー

ションで使用されます。

SCXI-1100には、マルチプレクサに続く選択可能なフィルタが 1つ含ま
れています。したがって、4 Hzのフィルタを有効にするとサンプリング
レートが 4サンプル /秒以下に制限されます。つまり、より高速なサン
プリングを行うと誤ったデータが生成されます。各チャネルには独自の

フィルタがあるため、これは、SCXI-1102、SCXI-1120、SCXI-1121、お
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よび SCXI-1125に関する問題ではありません。SCXI-1100の推奨する最
高サンプリングレートについては、表 4-4を参照してください。

ひずみゲージ
もう 1つの一般的なトランスデューサはひずみゲージです。ひずみゲー
ジには励起が必要です。したがって、このトランスデューサの測定には

SCXI-1121または SCXI-1122モジュールが適しています。

最初に、ひずみゲージがクォータブリッジ構成か、ハーフブリッジ構成

か、またはフルブリッジ構成かを設定し、ひずみゲージに必要な励起のレ

ベルおよびタイプを決めてください。 

たとえば、ハーフブリッジ構成には、通常、3.333 Vの電圧励起が必要で
す。ひずみゲージには 3.333 Vの励起が必要なので、励起モードまたは
レベルジャンパの設定を変更する必要はありません。これは、工場出荷時

の設定が 3.333 Vであるためです。ハーフブリッジひずみゲージ構成が
あるので、ハーフブリッジ補償回路網を有効にする必要があります。チャ

ネル 1のジャンパW17およびW18を、表 3-15に示す位置に設定してく
ださい。

警告 ひずみゲージの同相電圧が高い場合は、『SCXI-1121 User Manual』の
「Appendix A Specifications」を参照して、信号を SCXI-1121に接続する前
に、同相電圧が指定された制限範囲内かどうかを確認してください。

同相電圧が指定された制限範囲内かどうかを確認しないと、SCXIシステムに損
傷を与えるおそれがあり、危険な場合があります。ナショナルインスツルメン

ツは、構成が適切でないために生じた損害または傷害に関して責任を負いませ

ん。同相電圧が高い（>30 Vrmsおよび 42.4 Vpeakまたは 60 VDC）場合は、
図 4-4のようにターミナルブロックを安全アースに接続してください。
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図 4-4のように、ひずみゲージを SCXI-1321ターミナルブロックに接続
します。この配置の場合は SCXI-1320も使用できます。

図 4-4 ハーフブリッジひずみゲージを 
SCXI-1321ターミナルブロックのチャネル 1に接続する
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ひずみゲージがクォータブリッジ構成である場合でも、ブリッジ補償回路

網を有効にする必要があります。しかし、負荷のない状態でひずみゲージ

の抵抗と同じ抵抗を持つダミー抵抗器を取り付ける必要があります。フル

ブリッジ構成の場合は、ブリッジ補償回路網を有効にする必要はありませ

ん。ただし、全部の設定で引き続き励起を使用する必要があります。

図 4-5、図 4-6、および図 4-7は、VEX、R1、および R2が SCXI-1121モ
ジュールにある場合の可能ないくつかのブリッジ構成を示しています。ひ

ずみゲージで以下のどのブリッジ構成を使用するかを決めるには、ひずみ

ゲージのメーカのマニュアルを参照してください。

メモ 以下の頭字語と記号は、図 4-5～図 4-7で使用します。

ε = ひずみ

GF = ゲージファクタ

ν = ポアソン比

Vr = （（VIN/VEX）Strained –（VIN/VEX）Unstrained）

RL = ライン抵抗

Rg = ゲージ抵抗

• = ターミナルブロックへの接続
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図 4-5 クォータブリッジ構成

•

•
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図 4-6 ハーフブリッジ構成

•

•
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図 4-7 フルブリッジ構成

 +

 -
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SCXI-1520とともにひずみゲージを使用する
SCXI-1520を使用すると、0.625 Vの分解能で 0～ 10 Vの範囲にわたっ
て電圧励起レベルを設定できます。モジュールの過熱を防ぐために、電圧

は以下の式で求められる値より高く設定しないでください。

(チャネルごとの総負荷抵抗） × （28.6 mA）

表 4-3は、標準のブリッジ構成およびゲージ抵抗の許容可能な最高励起電
圧を示しています。

図 4-8、図 4-9、および図 4-10は、アクセサリ SCXI-1314ターミナルブ
ロックから SCXI-1520への、クォータブリッジ、ハーフブリッジ、およ
びフルブリッジのひずみゲージの接続例をそれぞれ示しています。クォー

タブリッジ完成抵抗器および分路キャリブレーション抵抗器はソケット内

にあります。クォータブリッジ完結抵抗器を、はんだ付けし直さずに、ひ

ずみゲージの抵抗と一致させるように変更できます。ハーフブリッジ完成

は SCXI-1520モジュール内に装備されます。ソフトウェア制御下でモ
ジュールのハーフブリッジ完成を構成します。

表 4-3 ブリッジ構成とゲージ抵抗の励起電圧範囲

構成 /センサ 抵抗 励起電圧範囲

クォータまたはハーフ
ブリッジ

120Ω 0～ 6.250 V

350Ω 0～ 10 V

1000Ω 0～ 10 V

フルブリッジまたはフ
ルブリッジセンサ

120Ω 0～ 3,125 V

350Ω 0～ 10 V

1000Ω 0～ 10 V
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図 4-8 SCXI-1520から SCXI-1314へのクォータブリッジ接続

•

•
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図 4-9 SCXI-1520から SCXI-1314へのハーフブリッジ接続

•

•
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図 4-10 SCXI-1520から SCXI-1314へのフルブリッジ接続
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RTD（抵抗温度検知器）
RTDには励起が必要です。したがって、信号調節には SCXI-1121モ
ジュールが適しています。RTDタイプおよび構成を決めてください。こ
の例の RTDは、共通して 100 Ωの 4ワイヤプラチナ RTDです。一般的
に、RTDでは電流励起を使用します。ただし、電圧励起のあるホイート
ストーンブリッジ構成で RTDを使用できます。ご使用の RTDの仕様書を
参照して、RTDに必要な電流または電圧励起のレベルを決めてください。

以下の手順に従って、RTDを SCXI-1320ターミナルブロックのチャネル
1に接続してください。

1. 表 3-12のようにジャンパW22とW23を設定して、電流励起を選択
します。

2. 表 3-13のようにジャンパW24とW25を設定して、励起電流レベル
を 0.150 mAまたは 0.450 mAのいずれかに構成します。

メモ ブリッジ補償回路網を有効にする必要はありません。

3. 図 4-11のように、RTDを SCXI-1320ターミナルブロックのチャネル
1に接続します。

警告 RTDを SCXI-1121に接続する前に、同相電圧が制限範囲内かどうかを確認して
ください。『SCXI-1121 User Manual』の「Appendix A Specifications」を参
照してください。同相電圧が指定された制限範囲外の場合は、SCXIシステムに
損傷を与えるおそれがあり、危険な場合があります。ナショナルインスツルメ

ンツは、構成が適切でないために生じた損害または傷害に関して責任を負いま

せん。同相電圧が 42 Vrms以上の場合は、図 4-11のようにターミナルブロック
を安全アースに接続してください。
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図 4-11 4ワイヤプラチナ RTDを SCXI-1320のチャネル 1に接続する

図 4-12は、一般的な構成の RTDを SCXI-1121モジュールに接続する方
法を示しています。
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図 4-12 SCXI-1121 RTD構成

CH–
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SCXI-1122の励起チャネル信号接続
SCXI-1122には電圧励起（VEX）および電流励起（IEX）チャネルがあり、
フロントコネクタで利用できます。さらに、VEX/2はハーフブリッジお
よびクォータブリッジトランスデューサに利用可能です。どちらのチャネ

ルも、450 Vrmsの作動同相電圧までグランドから絶縁されます。電圧お

よび電流励起チャネルは互いに電気的に絶縁されますが、それらの間に安

全な絶縁は提供されません。

警告 励起出力で過電圧保護または絶縁定格を超えると、SCXI-1122、SCXIbus、およ
び DAQデバイスに損傷を与えるおそれがあります。ナショナルインスツルメン
ツは、そのような信号接続が原因で生じた損害または障害に関して一切責任を

負いません。

励起レベル

SCXI-1122の各励起チャネルには 1つのレベルがあります。

• 励起電流：1 mA

• 励起電圧：3.333 V

表4-4に示されている各チャネルの最大許容負荷を超えないことが重要です。 

表 4-4 SCXI-1122の励起チャネルごとの最大負荷

励起レベル 最大負荷

3.333 V
1 mA

225 mA
5 kΩ
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内蔵ハーフブリッジ完結を使用する

SCXI-1122には、ハーフブリッジおよびクォータブリッジ設定用のハー
フブリッジ完結が含まれています。完成分路ネットワークは、2 ppm/℃
の温度係数を持つ、2つの 2.5 kΩ ±0.02%比率許容抵抗器から構成され
ます。これらの抵抗器は直列に接続されます。ネットワークを使用するに

は、図 4-13のように、ターミナルブロックの VEX/2ネジ留め端子を、対
象チャネルの負入力に接続します。

図 4-13 クォータブリッジひずみゲージをチャネル 0に接続する

メモ クォータブリッジ構成とともにハーフブリッジ補償回路網を使用するときは、

追加の抵抗器を使用してブリッジを完結する必要があります。この抵抗器は正

の入力チャネルと負の励起出力の間のターミナルブロック上に置きます。

SCXI-1122のアナログ回路
アナログ回路は、リレーマルチプレクサ、ソフトウェアによって設定可能

なゲイン絶縁型増幅器、ソフトウェアによって設定可能なフィルタ、冷接

点補償用の温度センサチャネル、キャリブレーション回路、および電圧 /
電流励起チャネル出力から構成されます。
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アナログ入力チャネル
リレーマルチプレクサでは、入力信号を絶縁型増幅器に渡します。このリ

レーマルチプレクサは、2ワイヤスキャンモードまたは 4ワイヤスキャン
モードで構成できます。2ワイヤスキャンモードでは、16のチャネルす
べてが電圧検出チャネルとして動作します。どんな場合も、16のチャネ
ルのうち 1つだけが絶縁型増幅器に接続されます。4ワイヤスキャンモー
ドでは、16のチャネルが、同時に切り替わる 2つのバンクに分けられま
す。上位 8つのチャネル（0～ 7）は電圧検出チャネルとして動作し、残
りの 8つのチャネルのいずれかがいつでも増幅器に接続されます。さら
に、下位の 8つのチャネル（8～ 15）は、検出チャネルと連携して切り
替わる電流出力チャネルとして動作します。いつでも、1つのチャネルだ
けが電流励起チャネルに接続されます。表 4-5は、検出および電流出力
チャネルの関連を示しています。

温度センサは、SCXI-1322ターミナルブロックにあるサーミスタから構
成されます。このサーミスタは、温度チャネルを介して絶縁型増幅器に接

続します。温度センサは熱電対の冷接点補償用です。温度センサ出力の測

定時に、SCXI-1122のゲイン 5または 4 Hzのフィルタを設定します。こ
れにより測定の分解能と精度が高くなり、ノイズが低減されます。

メモ 4 Hzの帯域幅の場合、システムが整定するには、温度測定を行う前に 1秒間待
つ必要があります。4 kHzのフィルタを使用する場合は、多くのサンプルをと
り、それらを平均化してください。50 Hzまたは 60 Hzのノイズを除去するに
は、整数倍の電力サイクルにわたって複数のサンプルを集録した後に、これら

のサンプルを平均化する必要があります。

表 4-5 検出および電流出力チャネルの関連

検出 電流出力

チャネル 0 チャネル 8

チャネル 1 チャネル 9

チャネル 2 チャネル 10

チャネル 3 チャネル 11

チャネル 4 チャネル 12

チャネル 5 チャネル 13

チャネル 6 チャネル 14

チャネル 7 チャネル 15
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フィルタは、4 kHz（-3 dB）または 4 Hz（-10 dB）の 2つのローパス
フィルタのいずれかから構成され、ソフトウェア制御によって選択できま

す。これらのカスケードフィルタは 2つのステージにあり、絶縁型増幅
器によって生成されたノイズの除去に役立ちます。

絶縁型増幅器は、SCXI-1122モジュールで 2つの目的を実行します。絶
縁型増幅器は、高い同相電圧上の小さな信号を、SCXIシャーシグランド
に対してシングルエンド信号に変換します。この変換を使用すると、

DAQデバイスによってサンプリングされてデジタル化される前に、高い
同相電圧またはノイズから入力アナログ信号を抽出できます。また、絶縁

型増幅器は入力信号を増幅するので、測定の分解能および精度が高くなり

ます。絶縁型増幅器はアナログ出力ステージを駆動します。その出力ス

テージには、複数のモジュール出力信号を 1つの DAQデバイスチャネ
ルに多重化できる回路が含まれています。

キャリブレーションハードウェアは、ひずみゲージキャリブレーション用

のソフトウェア制御分路キャリブレーション抵抗器、増幅器オフセットの

ヌル調用の自動ゼロ設定キャリブレーション、および EEPROMから構成
されます。EEPROMは、絶縁型増幅器および電流 /電圧励起チャネルの、
ゲインおよびオフセットのソフトウェア補正用のキャリブレーション定数

を保持します。

励起出力チャネル
SCXI-1122には、絶縁型入力チャネルのほかに、2つの絶縁型励起出力
チャネルがあります。1つは 3.333 Vの電圧出力源、もう 1つは 1 mAの
電流出力源です。入力チャネルと同様に、どちらのチャネルもグランドに

対して 450 Vrms の同相分除去があり、互いのチャネルとその他のチャネ
ル間に 250 Vrms の同相電圧除去があります。

電圧励起チャネルは、正常な動作に電圧励起を必要とするひずみゲージな

どのトランスデューサ用です。このチャネルが供給できる最大電流は 225 
mAです。この制限を超えるとチャネルは安定性を失います。このチャネ
ルには、2つの検出端子（SENSE+と SENSE-）と 2つの励起端子（VEX+
と VEX-）の 4つの端子があり、リモート負荷の安定に使用できます。正
常な動作のためには、必ず、SENSE+端子を VEX+に、SENSE-端子を
VEX-に接続する必要があります。リモート負荷の検出に検出端子を使用
することについての詳細は、『SCXI-1322 Terminal Block Installation 
Guide』を参照してください。

電圧励起チャネルは、基本的に、ホイートストーンブリッジで構成された

ひずみゲージに電源を供給するために使用されます。ブリッジ動作が正し

いかどうかを確認するには、分路キャリブレーションを使用できます。
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ホイートストーンブリッジのひずみ測定時に分路キャリブレーションを選

択すると、301 kΩの 1%抵抗器が、VEX+およびCH+端子の間のひず
みゲージ全体で内部的に分路します。この抵抗器は、値を変更して条件を

満たすようにソケットにはめ込まれます。システムが整定するには、分路

キャリブレーション抵抗器を有効または無効のいずれかにしているとき

に、4 Hzの帯域幅を選択した場合は 1秒間、4 kHzの帯域幅を選択した
場合は 10ミリ秒間待つ必要があります。最後に、測定で分路抵抗器の効
果を調べるには、以下の手順に従います。

ゲージファクタGF=2を持つクォータブリッジひずみゲージ構成である
と仮定すると、RSCAL分路抵抗器によって生成される同等のひずみ変化

は、-199 µεです。これは以下の手順で調べます。
1. 以下の式を使用して分路抵抗器によって発生する変化を調べます。

式中で、

VEXは励起電圧です。

RSCALは分路抵抗器です。

Rgは標準のひずみゲージ抵抗値です。

2. 適切なひずみゲージ式を使用し、静電電圧がないと仮定して、RSCAL
抵抗器が生成する同等のひずみを調べます。たとえば、SCXIシステ
ムが RSCAL = 301 kΩ、ゲージファクタGF=2、VEX = 3.333 V、およ
び R = 120Ωを持つクォータブリッジ 120Ω ひずみゲージで構成さ
れる場合は、以下の結果になります。

Vchange = 0.3321 mV

クォータブリッジひずみ式でひずみ電圧を Vchangeに入れ替えると、

同等の -199 µεの変化が生成されます。

電流出力チャネルは、正常な動作に電流励起を必要とするサーミスタや

RTDなどのトランスデューサ用です。電流出力には 1 mAの値と、5 kΩ
の最大許容負荷があります。5 kΩより大きい負荷を接続すると、電流源
の安定性が失われます。電流励起に必要な複数の負荷を接続する場合、次

の 2つの方法があります。1つは、図 4-14のように、合計 5 kΩを超え
ない範囲で全部の負荷を直列に接続し、2ワイヤスキャンモードを使用す
る方法です。もう 1つは、図 4-15のように、4ワイヤスキャンモードを
使用して負荷を接続する方法です。

Vchange
VEXR RSCAL Rg+( )

RgRSCAL R RSCAL Rg+( )+
----------------------------------------------------------------------

VEX
2

----------–=
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図 4-14 電流励起を使用した直列接続

図 4-15 多重化された電流励起を使用した 4ワイヤスキャン接続

メモ 図 4-14および図 4-15のように、必ず検出端子の外側に電流励起端子を接続して
ください。
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表 4-6に示すように、各方法には長所と短所があります。 

SCXI-1124のアナログ出力チャネル信号接続
電圧出力または電流出力に対して、SCXI-1124の各出力チャネルを別々
に接続できます。各チャネルは独自の絶縁されたグランドに接地されま

す。絶縁された各グランドは、そのグランド自体と、他のチャネルグラン

ドまたはシャーシグランドの間に 250 Vrmsまでの CMVを持つことがで
きます。次に示す図は、異なるタイプの信号接続の作成方法です。図中の

黒点は、SCXI-1325ターミナルブロックにワイヤを接続する位置を示し
ています。ターミナルブロックにワイヤを接続する方法についての詳細

は、『SCXI-1325 High-Voltage Terminal Block Installation Guide』を
参照してください。

表 4-6 電流励起トランスデューサを使用した 2ワイヤおよび 4ワイヤ接続の長所と短所

タイプ 長所 短所

2ワイヤスキャンを使用
した直列接続

モジュールごとに 16のトランスデュー
サ。

全部のトランスデューサが連続して励
起されます。

総抵抗が 5 kΩに制限され
ます。

2ワイヤ接続は、ワイヤの数が少ない
ので接続が容易です。

チャネル間の絶縁がありま
せん。

4ワイヤスキャンを使用
した独立した接続

チャネルごとに 5 kΩ。

トランスデューサ間で 250 Vrmsの同相
電圧（CMV）絶縁。

モジュールごとに最大 8つ
のドランスデューサ。

より多くの接続。



第 4章 アクセサリとトランスデューサの接続と使用

© National Instruments Corporation 4-29 SCXI入門

図 4-16は、DACチャネルを電圧出力として接続する方法を示しています。

図 4-16 電圧出力としての DACチャネル接続

図 4-17は、チャネルループ電源を使用して DACチャネルを電流出力と
して接続する方法を示しています。

図 4-17 電流出力としての DACチャネル接続、内部ループ電源
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図 4-18は、外部ループ電源を使用して DACチャネルを電流出力として
接続する方法を示しています。

図 4-18 電流出力としての DACチャネル接続、外部ループ電源
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外部電源の使用時は、電流が流れる 2番目のループを作成した場合のみ
電源と負荷の順序が重要となります。電源と負荷の両方が接地されている

場合は、図 4-19aのように信号を接続する必要があります。図 4-19bの
回路は動作しません。

図 4-19 電流ループ接続、接地されている負荷と外部電源

シャーシグランド接続
フロント信号コネクタにはシャーシグランドピンもあります。浮動チャネ

ル（信号接続からグランドに接地されていないチャネル）がある場合は、

チャネルの絶縁されたグランドをシャーシグランドピンに接続します。こ

のピンを安全アースとして使用しないでください。これは、チャネルが高

い電圧に短絡されたときに生じる大きな電流を、グランドトレースでは処

理できないためです。安全アースの場合は、ターミナルブロックにあるひ

ずみ除去タブを使用してください。

LVDT（線形可変差動変圧器）、RVDT（可変差動変圧器）、およびリ
ゾルバ

LVDT、RVDT、およびリゾルバには、AC励起と同期復調を使用した信号
調節が必要です。SCXI-1540ではこれらの専用機能を提供します。

LVDTと RVDTに接続する
図 4-20および図 4-21は、SCXI-1315ターミナルブロックで SCXI-1540
を使用した、4ワイヤおよび 5ワイヤ LVDTまたは RVDTの接続を示して
います。図 4-20は、ワイヤを 4本だけ使用して 6ワイヤデバイスを接続
できることを示しています。一般的に、5ワイヤ接続は配線およびトラン
スデューサの位相には影響されませんが、電力ラインから拾った ACノ
イズなどのケーブルの同相電圧からの干渉を受けやすくなっています。し
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たがって、リターン信号で大きな位相が推測される場合を除いて、4ワイ
ヤ接続の使用を推奨します。大きな位相の原因は、センサ製造メーカで指

定された以外の作動周波数の使用、または 100 mを超えるケーブルラン
の使用が考えられます。

図 4-20 4ワイヤ接続

図 4-21 5ワイヤ接続

メモ SCXI-1540のデフォルトの構成設定は 4ワイヤです。ターミナルブロックまた
はフロント信号コネクタで正しい信号接続を行うほかに、Measurement & 
Automationエクスプローラまたは NI-DAQ関数
SCXI_Configure_Connectionを使用して、5ワイヤ操作を有効にする必要が
あります。
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チャネルの同期を取る
図 4-22は、複数の SCXI-1540チャネルを同じ周波数で同期を取る方法を
示しています。共通のケーブルを共有する全部のチャネルでこの方法を実

行してください。同期を取ることによって、データのうなり周波数の発生

を防ぎます。うなり周波数は、チャネル発振器がわずかに異なる周波数で

実行し、ケーブル内のクロストークにより隣接するチャネルにカプリング

することにより発生します。

図 4-22 複数のチャネルの同期を取る

メモ 複数のチャネルの同期を取るには、図 4-22のように接続を作成し、スレーブ
チャネルを外部同期に構成する必要があります。これは、Measurement & 
Automationエクスプローラによって、または NI-DAQ関数
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SCXI_Configure_Connectionを使用することによって設定します。EX+ピン
から同期信号を生成するチャネル（図 4-22の例のチャネル 0）の構成では、外
部同期を取らないでください。それは、そのチャネルがマスタとして使用され、

他のチャネルのスレーブにならないようにするためです。

リゾルバに接続する
図 4-23は、リゾルバと、SCXI-1315ターミナルブロックを使用する
SCXI-1540の間の接続を示しています。1つのリゾルバには 2つのチャネ
ルを使用する必要があります。マスタチャネルの EX+とスレーブチャネ
ルの SYNCの間のワイヤ接続を使用して、両方のチャネルの同期を取る
必要があります。前述の「メモ」にあるように、スレーブチャネルを外部

同期に構成してください。また、「チャネルの同期を取る」に説明されて

いる方法で、リゾルバ、またはリゾルバ、LVDT、および RVDTの組み合
わせに使用する 2つ以上のチャネルの同期を取ることができます。

図 4-23 リゾルバとの接続
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A
SCXIのトラブルシューティン
グと一般的な質問

この付録には、トラブルシューティングのヒントと、SCXIユーザからナ
ショナルインスツルメンツのテクニカルサポートスタッフへの問い合わせ

が多い質問の答えが記載されています。ナショナルインスツルメンツにお

問い合わせになる前に、以下のトラブルシューティングのヒントをご確認

ください。

トラブルシューティングのヒント

• NI-DAQドライバソフトウェアが最新バーションであることを確認し
ます。

• Measurement & Automationエクスプローラでは、シャーシとの
通信が確立されていることを確認します。通信できない場合は、以下

のいずれかまたはすべてを試してください。

– DAQデバイスをシャーシ内の別のモジュールに接続する。

– 別のケーブルアセンブリを試す。

– 別のシャーシを試す。

– 別の DAQデバイスを試す。

• 複数のシャーシがある場合はそれらの接続を切り、問題を分離するた

めに一度に 1つずつ接続し直します。

• 1つの DAQデバイスに接続された各 SCXIシャーシが、固有のアド
レスを持っていることを確認します。

• 複数の SCXIモジュールがある場合は、全部のモジュールを取り外
し、各モジュールを個別にテストします。

• 特定のシャーシが動作しない場合は、別のシャーシを試します。

• 信号源から間違った測定値が得られる場合は、信号源の接続を切り、

入力チャネルをグランドに短絡します。測定値が 0 Vになります。

• 入力チャネルに、バッテリまたは他の既知の信号源を交互に接続しま

す。

• サンプルプログラムを実行して、なお間違った結果が得られるかどう

かを確認します。
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一般的な質問と問題

測定しようとすると、全部のチャネルが正のレールに浮動します。

DAQデバイスの信号基準設定が、SCXIモジュールと一致している
かどうかを確認します。たとえば、デバイスが NRSEに構成されて
いる場合は、ケーブルで接続されている SCXIモジュールも NRSE
に構成されていることを確認してください。これには、ジャンパ
設定が必要な場合があります。

RS-485ネットワークによって複数のシャーシと通信しようとして
います。最初のシャーシとは通信できますが、他のシャーシとは
通信できません。

複数のシャーシと通信するには、コンピュータから SCXIシャーシ
への通信路が、取り付けられている RS-485通信カードまたは
RS-232/RS-485コンバータのいずれかを使用する RS-485でなければ
なりません。各シャーシは固有のHDLCアドレスを持つ必要があり
ます。RS-485ネットワークが 4ワイヤ動作に設定されているかど
うかを確認してください。また、PC互換機対応 NI-DAQのバー
ジョン 4.9.0以降を使用している必要があります。

LabVIEWの使用時に、SCXI-1200のアナログ入力チャネルはどのよ
うにアドレスを指定すればよいでしょうか ?

搭載チャネル番号を使用して、特定のアナログ入力チャネルをア
ドレスを指定します。SCXI文字列 ob0!sc1!md...は使用しないでく
ださい。

LabVIEWを使用して、SCXI-1100で 2つのグランド信号を集録して
います。文字列 1!MD1!0:1を使用しており、チャネル 0の信号は
2 Vのソースから生じ、チャネル 1の信号は 5 Vの電源から発生し
ます。スキャンレートは 10 Hzであり、比較的低速です。チャネ
ル 0のソフトウェア測定値がチャネル 1とほとんど同じになりま
す。何が悪いのでしょうか？

SCXI-1100で 4 Hzまたは 10 kHzのフィルタを有効にした場合や、高
いゲインを使用している場合は、チャネル間遅延を、増幅器に指
定する各チャネルの整定時間に設定してください。デフォルトの
チャネル間遅延は、DAQデバイスが動作可能な最短間隔に自動的
に設定されますが、SCXIを使用している場合は 3 µsより高速には
なりません。AI Config VIを使用してチャネル間遅延をより長く指
定したり、上級 Analog Input Clock Config VIを使用してチャネル
クロックパラメータをより低速に指定したりできます。チャネル
レートを使用したスキャンレートパラメータと混同しないでくだ
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さい。スキャンレートパラメータでは、連続スキャンの間隔が決
まります。簡易 I/O VIと大部分のデータ集録サンプル VIは、チャ
ネルレートではなくスキャンレートを指定できます。 

シャーシの動作中に不注意でモジュールを取り外して再挿入する
まで、シャーシは正常に動作していましたが、現在、シャーシの
電源が入りません。どうすればよいでしょうか ?

フューズが切れた可能性があります。フューズについての詳細は、
『SCXI Chassis User Manual』を参照してください。

室温を測定する熱電対とともに、SCXI-1100モジュールと
SCXI-1300ターミナルブロックを使用しています。熱電対の測定
値の変動を安定させるにはどうすればよいでしょうか ?

ほとんどの熱電対は低い同相電圧を持つ浮動信号源です。
SCXI-1100増幅器からグランドへのバイアス電流の経路が必要で
す。SCXI-1100モジュールのジャンパW1をチェックして、ジャン
パが工場出荷時のデフォルト位置にあるかどうかを確認してくだ
さい。各浮動熱電対の負リードが接地されていることと、接地し
た熱電対が高い同相電圧を持っていないことを確認してください。
温度測定値を平均化して残りの変動を最小限にしてください。

SCXI-1100には、ソフトウェアによって設定可能なゲインがあるこ
とは知っていますが、SCXIモジュールでゲインの変更のために停
止せずに、異なるゲインで連続してデータを集録する必要があり
ます。どうすればよいでしょうか ?

これは任意の MIOデバイスを使用して実現できます。モジュール
の最初の 8つのチャネルのゲインを 100に、最後の 24のチャネル
のゲインを 1,000に設定する必要があると仮定します。 

SCXIモジュールゲインを最低限必要なゲインに設定し、各チャネ
ルの総ゲインが希望のゲインになるように、MIOデバイススキャ
ンリストで、異なる MIOデバイスゲインを使用する複数のエント
リを作成します。この例の場合は、SCXIモジュールゲインを 100
に設定し、MIOデバイスゲインを最初の 8つのチャネルについて
は 1に、最後の 24のチャネルについては 10に設定します。

PC互換機対応 NI-DAQおよび Macintosh対応 NI-DAQでは、関数
SCXI_Set_Gainの呼び出して SCXI-1100のゲインを 100に設定しま
す。次に、関数 SCXI_MuxCtr_Setup（deviceNumber, 1, 1, 8）を
呼び出します。これは、SCXIモジュールの 8つのチャネルを MIO
デバイススキャンリストの各エントリについてスキャンすること
を指定します。MIOデバイスチャネルリストは、{0, 0, 0, 0}で
す。多重化モードでは、MIOデバイスのチャネル 0だけが使用さ
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れることに注意してください。MIOデバイスゲインリストは
{1,10, 10, 10}です。モジュールの最初の 8つのチャネルの総ゲ
インは 100× 1=100、最後の 24のチャネルの総ゲインは
100× 10=1,000になります。MIOデバイススキャンリストの一つ
ではなく 4つのエントリを使用していることに注意してくださ
い。より複雑なゲイン分配の場合は、MIOデバイススキャンリス
トがさらに長くなります。

LabVIEWでは、チャネルリスト文字列と入力範囲配列を使用して
ゲイン分配を指定してください。構成ユーティリティで SCXI-1100
のゲインを設定する必要はありません。アナログ入力 VIによっ
て、入力範囲をベースにして最適なモジュールゲインおよび MIO
デバイスゲインが決まります。チャネルリスト配列に 2つのエン
トリ、OB0 !SC1 !MD1 !0:7, および OB0 ! SC1 !MD1 !8:31を挿入
してください。入力範囲クラスタ配列に 2つのエントリを挿入し
ます。最初の要素範囲を {-0.1 to 0.1}に設定し、2番目の要素範
囲を {-0.01 to 0.01}に設定してください。チャネル文字列で
OB0指定子を使用すると、Analog Input Hardware Config VIでは、
SCXIモジュールゲインだけでなく搭載 MIOデバイスゲインも変更
します。Analog Input Hardware Config VIが返すグループチャネル
設定配列では、ゲイン分配を確認できるように各チャネルの入力
範囲と総ゲインを示します。ゲイン分配が、MIOデバイスにとっ
て長すぎる MIOデバイススキャンリストになると、Analog Input 
Hardware Config VIはエラーコード -100370（badScanListError）を
返します。

4つの SCXI-1140モジュールと 1つの SCXI-1100があります。
DAQデバイスにはどのモジュールを接続すればよいでしょうか ?

SCXI-1140モジュールの一つを DAQデバイスに接続して、DAQデ
バイスのカウンタからのトラックホールド信号が SCXIbusへの経
路を持っていることを確認してください。他の SCXI-1140モジュー
ルでは、この信号をバックプレーンから取得できます。

2つの SCXI-1100モジュールと、3つの 50ピンコネクタ付き
SCXI-1340ケーブルアセンブリがあります。ケーブルアセンブリの
1つのコネクタが付いている端を、DAQデバイスに接続する必要
があることは知っています。ケーブルアセンブリのもう一方の端
にはメスコネクタとオスコネクタがあります。メスコネクタはモ
ジュールに差し込みますが、オスコネクタはどのように使用する
のでしょうか ? 

通常は使用しません。ケーブルアセンブリの余分なオスコネクタ
はブレークアウトコネクタと呼ばれます。ブレークアウトコネク
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タは SCXI-1180、SCXI-1181、または SCXI-1351とともに使用して、
未使用の DAQデバイスチャネルにアクセスできます。 

SCXI-1162モジュールは、直接 DAQデバイスに接続しないとシリ
アルデータを読み取ることができません。また、SCXI-1163モ
ジュールが、ステータスレジスタから誤った情報を読み取ってい
るようです。これらの問題の原因は何でしょうか ?

SCXI-1162および SCXI-1163によって SCXIbusにデジタルデータが
送信されます。ただし、デフォルトでは、アナログモジュールに
よって、SCXIbusから DAQデバイスにデジタルデータが送信され
ません。同じシャーシにデジタルおよびアナログ SCXIモジュール
があり、アナログモジュールにケーブル接続された DAQデバイス
によって全部のモジュールを制御する場合は、SCXIbusから DAQ
デバイスにデジタルデータをルーティングするようにアナログモ
ジュールを構成する必要があります。

各 SCXIモジュールのユーザマニュアルでは、2つのジャンパを使
用してモジュールを構成してデータをルーティングする方法につ
いて説明しています。1つのジャンパは SCXIbusの MISOラインを
SERDATOUTに接続し、もう 1つのジャンパはプルアップ抵抗を
MISOラインに接続します。

プラグインデバイスでは、どの信号が SCXIによって予約されてい
ますか ?

表 A-1は、SCXIによって予約されている信号を示しています。

メモ SCXIではトラックホールド信号用に DAQデバイスのカウンタも予約します。

表 A-1 SCXIによって予約されている搭載リソース

SCXIbus
ライン EシリーズMIO

SCXI-1200
のみ DIO-24 DIO-96 DIO-32HS

MOSI
D*/A
INTR*
SPICLK
MISO

DIO0
DIO1
DIO2
EXTSTROBE*
DIO4

PB4
PB5
PB6
PB7
PC1

PB3
PB2
PB1
PB0
PA0

APB3
APB2
APB1
APB0
APA0

DIOB3
DIOB2
DIOB1
DIOB0
DIOA0
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B
技術サポートのリソース

ウェブサポート

インストール、構成、アプリケーションに関わる問題および疑問を解決す

るには、まず弊社ウェブサイトの「サポート」のページをクリックしてく

ださい。 問題を解決・診断するオンラインリソースではよくある質問に対
する答え、技術サポートデータベース、製品別のトラブルシューティング

ウィザード、マニュアル、ドライバ、ソフトウェアのアップデート等の情

報があります。 ウェブサポートをご利用になるには、ni.com/jpの

「サポート」のページにアクセスしてください。 

NI Developer Zone
ni.com/zone の NI Developer Zoneは自動計測システムの構築に不可
欠なリソースがあります。 NI Developer Zoneでは、開発者独自の技術
を共有するための開発者コミュニティだけでなく、最新のサンプルプログ

ラム、システムコンフィギュレータ、チュートリアル、および技術ニュー

ス等に簡単にアクセスできます。

カスタマートレーニング

ナショナルインスツルメンツは、お客様のトレーニングの要望にお応えす

るための様々な方法を提供しております。お客様自身のペースで学習でき

るチュートリアル、ビデオ、対話式 CDから世界各地で開催中のインス
トラクタによる実践コース等をご用意しております。 オンラインコースの
スケジュール、摘要、トレーニングセンター、およびクラスへの登録につ

いては ni.com/jpで「セミナー／イベント」をクリックしてください。

システムインテグレーション

時間的制約がある場合、社内の技術リソースに制限がある場合等は、コン

サルティングまたはシステムインテグレーションサービスをご利用いただ

けます。 弊社のアライアンスプログラムメンバーのネットワークを通じ
て、様々な専門技術や知識を得ることができます。 アライアンスプログラ
ムのシステムインテグレーションソリューションの詳細については

ni.com/jpの「インダストリーソリューション」を参照してください。



付録 B 技術サポートのリソース

SCXI入門 B-2 ni.com/jp

世界各地でのサポート

ナショナルインスツルメンツは、お客様のサポートの要望にお応えするた

め世界各地に支社を配置しております。 ni.comのWorldwide Offices
から各支社のウェブサイトにアクセスできます。これらのウェブサイトで

は、最新の連絡先、サポートの電話番号、Eメールアドレス、および現在
のイベントについての情報を提供しています。 

弊社ウェブサイトの技術サポートリソースを検索しても必要な情報が得ら

れない場合は、最寄の営業所またはナショナルインスツルメンツ本社にお

問い合わせください。 世界各国の支社の電話番号については、マニュアル
の最初のページをご覧ください。
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用語集

接頭辞 意味 値

µ マイクロ 10- 6

m ミリ 10- 3

k キロ 103

M メガ 106

記号

ε ひずみ

Ω オーム

° 度

% パーセント

+ プラス

- マイナス

± プラスまたはマイナス

ν ポアソン比

A
A アンペア

A/D アナログ /デジタル

AC 交流

ADC A/D変換器。アナログ電圧をデジタル数値に変換する電子装置。IC（集
積回路）の場合もあります。

ADC分解能  ADCの分解能。ビット単位で測定されます。16ビットの ADCは 12
ビットの ADCより分解能が高くなり、精度も高くなります。
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AI アナログ入力

ANSI American National Standards Institute（米国規格協会）

AT Eシリーズデバイス これらの ATデバイスは、AT-MIO-16DE-10や AT-AI-16XE-10など、名前
の最後に E-が付きます。

C
C 摂氏

CMOS Complementary metal-oxide semiconductor（相補型金属酸化膜半
導体）

CMV Common-mode voltage（同相電圧）

CPU Central processing unit（中央処理装置）

D
D/A デジタル /アナログ

DAC D/A変換器。デジタル数値を、対応するアナログ電圧または電流に変換
する電子装置。IC（集積回路）の場合もあります。

DAQ データ集録。（1）センサ、トランスデューサ、およびテストプローブま
たは治具から電気信号を集録して測定し、処理するためにコンピュータに

それらの信号を入力します。

（2）PCに差し込まれた A/Dや DIOデバイスを使用して同じ種類の電気
信号を収集して測定し、おそらく同じ PCの D/Aや DIOデバイスを使用
して制御信号を生成します。

DAQCard Eシリーズ DAQCard-AI-16E-4および DAQCard-AI-16XE-50のことです。

DAQCard-500/700 DAQCard-500および DAQCard-700のことです。

DC 直流

DIFF（差動）入力 2つの端子から構成されるアナログ入力。どちらの端子もコンピュータの
グランドから絶縁され、その差が測定されます。

DIO デジタル I/O

DIO-24 PC-DIO-24、DAQCard-DIO-24、および PCI-6503のことです。
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DIO-32 PCI-DIO-32HS、PCI-6533、または PXI-6533のことです。

DIO-96PnP PC-DIO-96PnPのことです。

DIOデバイス PC-DIO-96PnPなど、名前にDIOが付くデジタル I/Oデバイスのことです。

DIP Dual-inline package（デュアルインラインパッケージ）

DLL Dynamic-link library（ダイナミックリンクライブラリ）。Microsoft 
Windowsのソフトウェアモジュール。Windowsアプリケーションや他
の DLLによって呼び出したり使用したりできる、実行可能コードおよび
データが含まれています。DLL内の関数とデータは、Windowsアプリ
ケーションまたは他の DLLによって参照される実行時にロードされてリ
ンクされます。

DMA Direct memory access（ダイレクトメモリアクセス）。プロセッサで他
のことを実行しているときに、バス上のコンピュータメモリとデバイスま

たはメモリ間でデータを受け渡しできる方法。DMAは、コンピュータの
メモリとのデータの最も高速な受け渡し方法です。

DOS Disk Operating System（ディスクオペレーティングシステム）

DSP Digital signal processing（デジタル信号処理）

DTEMP Direct temperature mode（直接温度モード）

E
EEPROM Electronically Erasable Programmable Read-Only Memory（電気的

消去可能な読み出し専用メモリ）。電気信号を使用して消去し、再プログ

ラム可能な ROM。

EGA Enhanced graphics adapter（拡張グラフィクスアダプタ）

EISA Extended Industry Standard Architecture（拡張 ISA）

EPP Enhanced parallel port（拡張パラレルポート）

G, H
GF ゲージファクタ

HDLC High-level data link control（ハイレベルデータリンク伝送制御）

Hz ヘルツ
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I
I/O 入出力

IBM International Business Machines

IC Integrated circuit（集積回路）

IEEE Institute of Electrical and Electronics Engineers（米国電気電子技術者
協会）

IRQ Interrupt request（割り込み要求）

ISA Industry Standard Architecture（バスの規格）

K, L
kS 1,000サンプル

Kword 1,024ワードのメモリ。

Lab/1200デバイス DAQCard-1200、DAQPad-1200、Lab-PC+、Lab-PC-1200、
Lab-PC-1200AI、PCI-1200、および SCXI-1200のことです。

LED Light-emitting diode（発光ダイオード）

LPMデバイス PC-LPM-16および PC-LPM-16PnPのことです。

LSB Least significant bit（最下位ビット）

LVDT Linear variable differential transformer（線形可変差動変圧器）線形変
位の測定に使用される変圧器ベースのセンサ。

M
MB メモリのメガバイト数。

MIO マルチファンクション I/O

MIOデバイス AT-MIO-16および NEC-MIO-16E-4など、名前にMIOが付くマルチファ
ンクション I/Oデバイスのことです。

MS 1,000,000サンプル

MTEMP Multiplexed temperature mode（多重化温度モード）
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mux マルチプレクサ。1つのアナログ入力チャネルを使用して複数の信号を測
定するために、通常高速で、各入力を出力に順番に接続する複数の入力を

持つスイッチ素子。

N
N/A 「該当せず」という意味です。

NB NuBus

NC 未接続

NI-DAQ 特に指定がない限り、PC互換機用の NI-DAQソフトウェアを指します。

NRSE Nonreferenced single-ended mode（非基準化シングルエンドモード）

P
PGIA Programmable-gain instrumentation amplifier（プログラマブルゲイ

ン計測増幅器）

ppm Parts per million（100万分の 1）

pts ポイント

PXI PCI eXtensions for Instrumentation。PXIは、計測器特有の機能を追加
することによってCompactPCI仕様を拡張するオープン仕様です。

R
RAM Random-access memory（ランダムアクセスメモリ）

RC 抵抗とコンデンサ

REQ 要求

Rg ゲージ抵抗

RL ライン抵抗

RMA Return material authorization（返品確認）

ROM Read-only memory（読み出し専用メモリ）

RSCAL ゲージ抵抗
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RSE Referenced single-ended（基準化シングルエンド）

RTD Resistance temperature detector（抵抗温度検知器）。抵抗率の係数を
ベースにして温度を測定する金属製プローブ。

RTSI Real-time system integration（リアルタイムシステム統合）。正確に機
能の同期をとるために、DAQデバイスの上部にあるコネクタを使用し
て、DAQデバイスを直接接続するナショナルインスツルメンツのタイミ
ングバス。

RVDT Rotary variable differential transformer（可変差動変圧器）絶対角変位
の測定に使用される変圧器ベースのセンサ。通常、測定範囲は ±30～
±70°の回転です。

S
s 秒

S サンプル

S/s サンプル /秒。DAQデバイスでアナログ信号をサンプリングするレート
の単位として使用されます。

SCXI Signal Conditioning eXtensions for Instrumentation（計測用信号調節
拡張機構）。ノイズの多い PC環境で上位信号だけが DAQデバイスに送
信されるように、センサに近い外部シャーシ内で下位信号を調節するため

のナショナルインスツルメンツの製品ライン。

SCXI DAQモジュール SCXI-1200のことです。

SCXIアナログ出力モ
ジュール

SCXI-1124のことです。

SCXIアナログ入力モ
ジュール

SCXI-1100、SCXI-1102、SCXI-1112、SCXI-1120、SCXI-1121、SCXI-1122、
SCXI-1125、SCXI-1140、SCXI-1141、SCXI-1142、および SCXI-1143を指
します。

SCXIシャーシ SCXI-1000、SCXI-1000DC、SCXI-1001、および SCXI-2000のことです。

SCXI通信モジュール SCXI-2400のことです。

SCXIデジタルモジュー
ル

SCXI-1160、SCXI-1161、SCXI-1162、SCXI-1162HV、SCXI-1163、および
SCXI-1163Rのことです。

SDK Software development kit（ソフトウェア開発キット）
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SE（シングルエンド）
入力

共通のグランドに対して測定されるアナログ入力。

SPDT Single-pole double-throw（単極双投）

STC System Timing Controller（システムタイミングコントローラ）

T, V
TTL Transistor-transistor logic（トランジスタトランジスタ論理回路）

V ボルト

VDC 直流電圧

Vr (VIN/VEX) strained – (VIN/VEX) unstrained

Vrms ボルト、RMS。

あ

位相 2つの発振信号の同じ基準点の間の角度差。

うなり周波数 2つの異なる周波数を結合することによって作成されるトーンまたは周波
数。通常、うなり周波数は 2つの周波数の差です。

か

カウンタ /タイマ 外部パルスまたはクロックパルス（タイミング）をカウントする回路。

加速度計 加速度を電圧または電流に変換するトランスデューサ。

カプリング ある場所から他の場所に信号を接続する方法。

外部トリガ A/D変換などのイベントをトリガする外部ソースからの電圧パルス。

クロストーク あるチャネルの入力が別のチャネルに影響されて生じるノイズ信号。

ゲイン 信号が増幅されるファクタ。デシベルで表される場合があります。
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さ

サンプルホールド

（S/H）
ある時点にコンデンサでアナログ電圧を集録して保存する回路。

出力整定時間 アナログ出力電圧が、指定された制限内に最終値に到達するための所要時

間。

シリアルモード SCXI-116Xモジュールがパラレルではなくシリアルでデジタル情報を通信
するモード。

スキャン 1つまたは複数のアナログまたはデジタル入力サンプル。スキャンの入力
サンプル数は通常、入力グループのチャネル数と同じです。たとえば、ス

キャンクロックからの 1つのパルスによって、グループ内の全部のアナ
ログ入力チャネルから 1つの新しいサンプルを集録する 1つのスキャン
が生成されます。

スキャンレート 1秒間のスキャン数。たとえば、スキャンレートが 10Hzだと、1秒間に
各チャネルを 10回サンプリングします。

セルフキャリブレーショ

ン

非常に安定した搭載基準を持ち、ユーザの手動調整なしで独自の A/Dま
たは D/A回路をキャリブレートする DAQデバイスのプロパティ。

ソフトウェアトリガ データ集録などのイベントをトリガするプログラムされたイベント。

た

帯域幅 信号に存在する周波数の範囲、または測定デバイスが応答可能な周波数の

範囲。

デジタルポート 「ポート」を参照。

デバイス デバイスはコンピュータ内部の DAQデバイスの参照に使用したり、パラ
レルポートを介してコンピュータに直接接続したりします。プラグインデ

バイス、PCMCIAカード、およびコンピュータのパラレルポートに接続
する DAQPad-1200などのデバイスは、すべて DAQデバイスの例です。
SCXIモジュールは、ハイブリッドの SCXI-1200を除いてデバイスではあ
りません。

同期 （1）ハードウェアの場合は、基準クロックとの同期をとるイベントのプ
ロパティ。（2）ソフトウェアの場合は、演算を開始し、演算が完了した
ときのみ戻る関数のプロパティ。

ドライバ DAQデバイスやGPIBインタフェースデバイスなどの特定のハードウェ
アデバイスを制御するソフトウェア。
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な、は

熱電対 2つの異なる金属を結合することによって作成された温度センサ。その接
点によって、温度作用として小さな電圧が生成されます。

発振子 正弦波または方形波出力を生成する回路またはデバイス。

バイト データの 8つの関連ビット。8ビットの 2進数。1バイトのデータの保存
に必要なメモリの量の表現にも使用されます。

バイポーラ 正負両方の値（たとえば、-5 V～ +5 V）が含まれる信号範囲。

バス コンピュータ内の回路を相互接続する導体のグループ。通常、バスは I/O
または他のデバイスを接続するための媒介手段です。PCバスには、
ATバス、NuBus、マイクロチャネルバス、EISAバス、PCIバスなどがあ
ります。

ビット 2進数。0または 1のいずれかです。

分解能 測定システムによって検出可能な最小信号増分。分解能は、ビット、比

率、またはフルスケールのパーセントで表現できます。たとえば、システ

ムには 12ビットの分解能、4,096分解能の一部、およびフルスケールの
0.244%という表現があります。

プレトリガ DAQデバイスで使用されるテクニック。トリガ条件が満たされたとき
に、サンプルにトリガ条件になるデータが含まれるように、多くのデータ

を持つ連続バッファを保持します。

プログラムド I/O CPUが I/Oデバイスにアクセスするために使用する標準的な方法。デー
タの各バイトがCPUによって、読み取られたり書き込まれたりされま
す。

変換時間 アナログ入力または出力システムで、チャネルに読み取り命令などで問い

合わせがあった瞬間から、正確なデータが利用可能になる瞬間までの所要

時間。

ベースアドレス プログラマブルレジスタの開始アドレスの役目を果たすメモリアドレス。

他の全部のアドレスは、ベースアドレスに加算することによって位置が決

まります。

ポート デジタル入出力の 4つまたは 8つのラインから構成されるデジタルポー
ト。

ポストトリガ トリガ条件を満たした後に、プログラムされたサンプル数を集録する

DAQデバイスで使用されるテクニック。
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ま、や

マルチドロップ 複数のデバイスを使用したシリアルネットワークのことです。

ユニポーラ 常に正（たとえば、0～ +10 V）である信号範囲。

ら、わ

ライブラリ 1つまたは複数の関数から構成される、コンパイルされたオブジェクトモ
ジュールが含まれているファイル。これらの関数を利用する他のオブジェ

クトモジュールにリンクできます。nidaqmsc.libは、NI-DAQ関数が含
まれているライブラリです。NI-DAQ関数セットは、アプリケーションに
関連したオブジェクトモジュールだけがリンクするように、オブジェクト

モジュールに分けられます。アプリケーションに関連していないオブジェ

クトモジュールはリンクしません。

リゾルバ 360°を超える絶対角変位を測定する変圧器ベースのセンサ。測定は何回
回転しても継続します。正弦および余弦信号の同時調節が必要です。 

リモート SCXI SCXI-2000シャーシまたは SCXI-2400リモート通信モジュールのいずれか
が、コンピュータのシリアルポートに接続される SCXI構成のことです。

励振 センサに供給される電圧または電流。

冷接点補償 熱電対を測定デバイスに接続するときに生成される熱電気電圧を補正する

方法。

割り込み CPUが現在のタスクを中断して指定されたアクティビティを処理するこ
とを示すコンピュータ信号。
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